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かが勝負なのです。精神的な闇が開かれる真理

性。これは客観的な真理性ではないのです。精神

の明るみを求める心は、客観的な真理ではたすか

らないのです。いくら科学が客観的な真理を分析

して、科学的に真理だと言っても、そのようなも

ので人間の心の闇は晴れないのです。心の闇を晴

らすということは、人間がどういう存在である

か、自分は本当にどういう存在であるかが照らし

出されて、「ああ、そのとおりでありました」と。

何も無理することもないし、頑張ることもない。

この通りの人間でありますと開かれることによっ

てたすかるわけです。科学的に分析して、細胞が

何億ありますとか、なかの遺伝子がどうなってい

ますとか、そのようなことをいくら聞いても何も

たすかりません。そのようなことは、どうでもよ

いと。今、自分の心が暗いのをどうしてくれるの

だと。そのような問題は科学的真理と違うわけで

す。そこが一番の問題です。

■苦悩の場所を生きていく
　われわれはどこまでも暗い、どこまでも闇であ

る。闇があっても、闇に苦しまないで、闇を引き

受けて歩んでくださる法蔵菩薩が存在するという

ことが、本願のはたらきとしてわれわれに聞こえ

てくると、阿弥陀の光が差してくる。ですから親

鸞のような、自覚的に自分が罪業深重であること

に苦しまれた方にとっては、この法蔵願心があり

がたい。そして、阿弥陀の光が「南無阿弥陀仏」

の名となって呼びかけてくださることが、自分の

ような愚か者にとっては本当に唯一の救いである

　連続講座「親鸞思想の解明」は、「浄土を求め

させたもの―『大無量寿経』を読む―」の第86

回と87回が東京国際フォーラム（有楽町）で行

われ、この両回で第十七願成就文について、セ

ンター所長・本多弘之が問題提起をし、有識者

と一般参加者の方々との間で活発な質疑応答が

なされた。ここでは、先に行われた第84回から

一部を紹介する。 （嘱託研究員　越部良一）

■�本当に自分が出遇
あ

ってたすかるかどうかが
勝負

　出遇った仏教が本当に自分を解放するかどうか

ということを、自分の全力をかけて、自分の言わ

ば命をかけて求めて、『無量寿経』こそが本当の仏

教、真実教であると親鸞は信じた。あっちにも真

実がある、こっちにも真実がある、比較してどっ

ちかと、そのようなことではないのです。自分に

とってはこれしかないと。愚かな自分にとっては

この教えであれば自分を解放してくれると。その

ようなことに出遇ったから、それまで学んできた

比叡山の学びを捨てた。親鸞が尋ねて、これが真

理だと言ってくださったその真理は、われわれの

ような愚か者にとって、今でも当てはまる。それ

以後の人間が、とてもそこまでは掘り下げられな

いほど人間の闇を深く掘り下げてくださった。そ

の真理性というのは、その親鸞の言おうとしたこ

とを尋ねることで、われわれのような愚か者が

「ああ、そうか、こういうふうに考えればたすか

るのだ」という意味の真理性です。

　つまり、本当に自分が出遇ってたすかるかどう

「浄土を求めさせたもの─『大無量寿経』を読む─」㉟

苦悩の場所で光に遇う
親鸞仏教センター所長　本多 弘之

親鸞の生きた人生態度を、現代社会の大切な思想として掘り起こ
そうと、親鸞の思想・信念を時代社会の関心の言葉で思索し、考
え直す試みとして公開講座を行っています。

親鸞仏教センター連続講座「親鸞思想の解明」   
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と。ですから法然上人が行くところなら自分は一

緒に行きますと。もし、地獄に行くなら地獄に

行ってもよいですと。地獄にも阿弥陀の光は来る

のだと。そこまで信頼するわけです。自分は楽な

ところに行きたいのではない。苦悩の場所であろ

うと何であろうと、光に遇える、そういう場所を

生きていくのだと。これが、親鸞の決断です。

　これが、われわれにとっては大変勇気を与えら

れるのです。どうしても宗教というのは、苦しい

から楽なところ、つらいから楽しいところ、暗い

から明るいところに行ける。このようにイメージ

して、よいところに行けると考えてしまう。闇の

人間に明るみが来ると教えるのですけれど、その

明るみは本当は、闇が明るくなるというよりも、

闇に苦しんでいた心が明るくなる。闇が単なる闇

でなくなって、闇を生きることが自分の人生の意

味になる。そういうことにおいて闇は単なる闇で

ない明るみの場所になるわけです。このような道

が仏教の自覚だと思うのです。

　これはなかなかわからないことです。どうして

も相対的に、暗いところから明るいところへ行け

るのだと考えてしまう。それで教えを聞いたり、

一生懸命求めたりするけれど、いつまでたっても

闇が晴れない。それで、聞き方が悪いとか、努力

がたりないとか、挙
あ

げ句の果てに教えが悪いなど

と言って、たすからない。結局、それは、間違っ

ている意識が転換され 翻
ひるがえ

されるということが、

なかなか自分のこととして受け入れられないので

す。受け入れられないから、生きているうちはだ

めだ、死んでからだということを平気で言い出す

学者がいるわけです。われわれの眼を翻しさえす

ればよい。どうやったら翻るのですか。自分では

翻せない。人間の努力ではできません。本願が与

えたいと言っているのです。その本願を「南無阿

弥陀仏」を通して信じますという、その信じた心

には、もう大涅槃はきているのです。ただこのこ

と一つを信じなさいと。そのような教え方が『無

量寿経』なのです。�（文責：親鸞仏教センター）

■ 2015年
11/ ７ 	 国際仏教学大学院大学 平成27年度第 ２回公開
研究会（国際仏教学大学院大学）：藤原研究員発表
「日本古写経『弁正論』と親鸞『教行信証』」
11/ ９ 	 第181回英訳『教行信証』研究会
	 	 第86回（通算第137回）連続講座「親鸞思想の
解明」（千代田区・東京国際フォーラム）
11/13	 ご命日のつどい
11/16	 第31回『教行信証』「化身土巻・末巻」研究会
11/17	 第18回『西方指南抄』研究会
11/30	 第159回清沢満之研究会
12/ ４ 	 第11回研究員と読む公開輪読会「わが心深き底
あり―西田幾多郎と浄土真宗―」担当：名和研究員
①12/ ４ ②12/11③12/18④12/25（文京区・東京大学
仏教青年会会館）
12/ ９ 	 第32回『教行信証』「化身土巻・末巻」研究会
	 	 第87回（通算第138回）連続講座「親鸞思想の
解明」（千代田区・東京国際フォーラム）
12/11	 ご命日のつどい
	 	 平成27年度西山学会（禅林寺　永観堂会館）：
中村研究員発表「「機法一体」説成立の再検討―證空
における「往生正覚倶時」説を中心として―」
12/14	 第19回『西方指南抄』研究会「天台本覚思想と
親鸞」法華仏教研究会主宰：花野充道氏（千代田
区・フクラシア東京ステーション）
12/15	 第182回英訳『教行信証』研究会
12/16	 第160回清沢満之研究会
12/18	 西山深草派宗学院研究発表会（浄土宗西山深草
派総本山誓願寺）：中村研究員発表「證空における
「光台見仏」論の成立」
12/21	 第20回『西方指南抄』研究会
12/22	 親鸞仏教センター報恩講
■ 2016年
１ / ８ 	 ご命日のつどい
	 	 第11回研究員と読む公開輪読会「すでにして悲
願います―『教行信証』「化身土巻」を読む―」担
当：藤原研究員① １ / ８ ② １ /15③ １ /22④ １ /29（文
京区・東京大学仏教青年会会館）
１ /13	 第33回『教行信証』「化身土巻・末巻」研究会
	 	 第14回親鸞仏教センター研究交流サロン「「対
話とは何か―哲学から現代社会への問いかけ」慶應
義塾大学文学部教授、哲学者：納富信留氏、埼玉大
学名誉教授、経済学者：暉峻淑子氏（千代田区・東
京国際フォーラム）
１ /14	 第88回（通算第139回）連続講座「親鸞思想の
解明」（千代田区・東京国際フォーラム）
１ /25	 第21回『西方指南抄』研究会
１ /27	 第183回英訳『教行信証』研究会
１ /29	 第161回清沢満之研究会

掲載論文
１月	 『中外日報』2016年 １ 月 ６ 日付
	 	 名和研究員「西田幾多郎と『教行信証』―「聖
典」各所に書き込み確認」

親鸞仏教センターの動き
（2015年11月～2016年 １ 月）─抄出─
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る。名が行となっている。その場合の行は、本願

が行となっている。これはわかりがたいですね。

　親鸞にとっての名は単なる名でなくて、選択本

願が名をもって衆生に呼びかけようとしている、

その名前自身が本願のはたらきなのだと。普通、

名前は名詞、固有名詞であって、固有名詞は行で

はないです。人間にとっての行とは、人間が努力

して何かをする、人間が一つの行為をする、そう

いうことが行と言われる。ところが、諸仏如来が

讃めていることが行だとは、名前が称えられると

いうことは、十七願がそこに起こっているという

ことだと。現実には、誰かが名を信じて発音する

のかも知れないけれども、そのことは、法蔵菩薩

の本願が、阿弥陀の願いに賛同して讃めるという

ことが、ここに起こっているという事実なのだ

と。一つの名前があるということが、十方恒沙の

諸仏如来が讃めるという事実の現れなのだと。

　これは「諸仏称名の願」ですから、凡夫称名で

はないのです。だれが称えようと、どこで称えら

れようと、阿弥陀の名が称えられるということ

は、諸仏称名の願がそこに成就してきているとい

う意味をもつということです。

■讃める人のところに阿弥陀が現れる
　諸仏称名の「諸仏」とは何だろうということは

よくわからないのですけれど、仏法を求め、仏法

に出遇
あ

い、仏法を語り伝えた方々の歴史が現代に

まできている。そうした、自分が仏法を信じてい

ける縁を残していってくださる方々は、私どもに

とってはみな諸仏であると私は思うのです。阿弥

　連続講座「親鸞思想の解明」は、「浄土を求め

させたもの―『大無量寿経』を読む―」の第88

回から第90回が東京国際フォーラム（有楽町）

で行われ、第88回では第十七願成就文につい

て、第89回と第90回では第十八願成就文につい

て、センター所長・本多弘之が問題提起をし、有

識者と一般参加者の方々との間で活発な質疑応

答がなされた。ここでは、先に行われた第86回

から一部を紹介する。 （嘱託研究員　越部良一）

■本願が行となる
　「諸仏称名の願」と呼ばれる第十七願に「十方

世界の無量の諸仏、ことごとく咨
し

嗟
しや

して、我が名

を称せずんば、正覚を取らじ」（『真宗聖典』18頁、

東本願寺出版、以下『聖典』）とあって、名を通し

て願いを与えたい、十方衆生を平等に救いたいと

いう願いをもった名なのだと。こういう意味で、

諸仏に名を咨嗟して、讃
ほ

めてほしいと。諸仏が讃

めてくれなければ自分は覚
さと

りを開かないと。この

願が成就して、「十方恒
ごう

沙
じや

の諸仏如来、みな共に無

量寿仏の威
い

神
じん

功徳の不可思議なることを讃
さん

歎
だん

した

まう」（『聖典』44頁）と、こういう言葉になって

きています。

　親鸞にとっての真実行とは、諸仏が称名してい

る、諸仏が讃めているということが行であるので

す。行は念仏の行、「南無阿弥陀仏」が行であるわ

けですが、「南無阿弥陀仏」が行であるとは、十方

恒沙の諸仏如来が讃めているというはたらきなの

だと。名号の意味は、「諸仏称名の願」が行じてい

「浄土を求めさせたもの─『大無量寿経』を読む─」㊱

名が行となるということ
親鸞仏教センター所長　本多 弘之

親鸞の生きた人生態度を、現代社会の大切な思想として掘り起こ
そうと、親鸞の思想・信念を時代社会の関心の言葉で思索し、考
え直す試みとして公開講座を行っています。

親鸞仏教センター連続講座「親鸞思想の解明」   
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陀如来自身が諸仏によって讃められたいと。諸仏

によって讃められてこそ阿弥陀が阿弥陀に成る。

阿弥陀を讃めるところに諸仏のはたらきが起こる

わけです。仏法が起こるわけです。十方恒沙の諸

仏如来がみな讃めているということを手がかりに

して親鸞聖人は『教行信証』の「行巻」をお作り

になるわけですけれども、そこで経典の言葉を置

いた後、龍樹から始まって、歴史上、念仏を讃め

てきた文章をずっと並べられるのです。これはつ

まり諸仏如来の伝承です。

　凡夫ですから、自分が諸仏だというふうには言

えない。自分が諸仏だとは言えないけれども、仰

ぐ側は念仏を伝えてくださる方を諸仏だと仰ぐこ

とはできるわけです。信ずる人は凡夫なのだけれ

ども、凡夫が信じてそのことを伝えてくると、そ

れを聞いた人に念仏が伝われば、聞いた人間に

とっては、伝えてくださっている方々は仏の仕事

をしてくださっている、諸仏如来だというように

仰ぐことはできる。信じたことを、このように信

じたと伝えてくださって、それがまた人に伝わる

という力をもったときには、伝えられた側は、伝

えてくださった言葉や、そうした人たちを諸仏と

仰ぐわけです。これが仏法の歴史、諸仏の歴史な

のです。これは実体的に考えるのではないので

す。象徴的に考える。そうすると、この十七願の

意味が少しくわかってくるのではないかと思うの

です。

　そして、「南無阿弥陀仏」と称える人々のはたら

きが阿弥陀を生み出すわけです。阿弥陀がどこに

いるかといったら、讃める人のところに阿弥陀が

現れるわけです。讃めるところに阿弥陀が成就す

るわけです。不思議な話ですね。人間が念じない

のにどこかに阿弥陀がいるという話ではないので

す。阿弥陀は衆生を救いたいという願ですから、

私のための本願でありました、「南無阿弥陀仏」と

言うところに、阿弥陀が現れるわけです。これが

第十七願成就ということではないかと思います。

� （文責：親鸞仏教センター）

■ 2016年
２ / ３ 	 第51回現代と親鸞の研究会「イスラームとその
世界―私たちが知っておくべきこと」同志社大学大
学院グローバル・スタディーズ研究科教授：内藤正
典氏（中央区・AP東京八重洲通り）
２ / ４ 	 第34回『教行信証』「化身土巻・末巻」研究会
２ / ５ 	 第11回研究員と読む公開輪読会「大悲の驚歎―
善導『観経疏』を読む―」担当：中村研究員① ２ / ５
② ２ /12③ ２ /19④ ２ /26（文京区・東京大学仏教青年
会会館）
２ /12	 ご命日のつどい
２ /15	 第89回（通算第140回）連続講座「親鸞思想の
解明」（千代田区・東京国際フォーラム）
２ /16	 第22回『西方指南抄』研究会
２ /17	 第184回英訳『教行信証』研究会
２ /19	 第162回清沢満之研究会
３ / ４ 	 第23回『西方指南抄』研究会
３ / ７ 	『教行信証』「化身土巻・末巻」研究会「「対偽
対仮」という営み―「顕浄土方便化身土文類」の課
題―」大谷大学文学部教授：加来雄之（千代田区・
東京国際フォーラム）
３ /10	 第35回『教行信証』「化身土巻・末巻」研究会
	 	 第90回（通算第141回）連続講座「親鸞思想の
解明」（千代田区・東京国際フォーラム）
３ /11	 ご命日のつどい
３ /17	 第 ２ 回清沢満之研究交流会（清沢満之から問わ
れるもの―異領域間の「対話」は可能か？）「方法と
しての〈清沢満之〉の可能性―「悪」と近代への問
い」明星学園教諭・早稲田大学現代政治経済研究
所：繁田真爾氏、「清沢再誕―その歴史的意味」真宗
大谷派教学研究所研究員：名畑直日児、「今村仁司の
清沢満之論と「宗教哲学」の課題」愛媛大学准教授：
杉本耕一、大阪教育大学教授：岩田文昭〈コメン
テーター〉、親鸞仏教センター研究員：名和達宣〈司
会〉（文京区・求道会館）
３ /22	 第 ７ 回センター会議（京都）
３ /29	 第163回清沢満之研究会
３ /30	 第185回英訳『教行信証』研究会
４ / ６ 	 第24回『西方指南抄』研究会
４ / ８ 	 ご命日のつどい
	 	 親鸞仏教センター新施設竣工式
４ /15	 第164回清沢満之研究会
４ /18	 第13回「親鸞仏教センターのつどい」記念講演
「称名念仏と浄土―現代の思想的課題からの照射
―」東京大学大学院人文社会系研究科教授：下田正
弘、「深層意識の自覚化」親鸞仏教センター所長：本
多弘之（千代田区・学士会館）
４ /19	 第186回英訳『教行信証』研究会
４ /27	 親鸞仏教センター移転開所式

親鸞仏教センターの動き
（2016年 ２ 月～ ４月）─抄出─
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かるという理性の対象にはならないのです。われ

われの煩悩の心では見えない。衆生の苦悩の闇を

みそなわして大悲がはたらく場所は、私たちの存

在の根の部分であって、上のほうで浮ついて生き

ている心の部分からは絶対に見えない。そういう

ところにはたらき続けている。このごろ、私はこ

れを「深層意識」という言葉で言ってみてはどう

かと思っています。深層意識に大悲心がはたらい

ている。これは、われわれからは見えない。見え

ないけれども、私たちに何か勅命としてきていま

すから、それが何か突き動かして、教えを聞かせ

たり、本を読ませたり、仏法は何を言おうとして

いるかと気にかかってくる。そのようなものは、

自分で気にかかるというより如来の勅命が動かし

てくる。

　欲生心、「わが国に生まれんとおもえ」という呼

びかけは、如来の回向心なのだと。如来が私ども

に恵んでくださっているお心なのだと。これは十

方衆生に呼びかけている。十方衆生は、それに気

がつかないで動いているけれども、本当は根には

たらいている。だから、教えを聞いてだんだんわ

かってくる。自分が生きていたのではない、如来

のはたらきを聞けと、そのために私は生かされて

いるのだと、眼が変わってくる。そう変わるのは

自分で変わったのではない。如来の大悲の回向心

がはたらいているのだと。そのように親鸞聖人は

表現されるわけです。

■宗教的な転換を﹁往生﹂と言う
　欲生心が成就するというから、終わりかと考え

たいのですけれど、本願に終わりはないのです。

　連続講座「親鸞思想の解明」は、「浄土を求め
させたもの―『大無量寿経』を読む―」の第91
回と第92回が東京国際フォーラム（有楽町）で
行われ、十八願成就文について、センター所
長・本多弘之が問題提起をし、有識者と一般参
加者の方々との間で活発な質疑応答がなされ
た。ここでは、先に行われた第90回から一部を
紹介する。
 （親鸞仏教センター嘱託研究員　越部良一）

■大悲心は深層意識にはたらいている
　第十八願成就文の「願生彼国　即得往生」（『真

宗聖典』₄₄頁、東本願寺出版、以下『聖典』）、願

生すれば即ち往生を得るということは、欲
よく

生
しよう

心

が成就することだと親鸞聖人はおっしゃる。「欲

生」というのは如来が衆生にわが国に生まれんと

おもえと、勅命、命令してくださっているのだと。

その呼びかけの場所は、実は本願である。本願の

場所に来たれと。願生せよというのは、その願い

に触れればたすかるのだ。だから曽我量深先生

は、「信に死し願に生きよ」とおっしゃった。願生

というのは願に生きることだと。

　『教行信証』では「欲生はすなわちこれ回向心

なり。これすなわち大悲心なるがゆえに、疑
ぎ

蓋
がい

雑
まじ

わることなし」（『聖典』233頁）と。生まれんとお

もえという勅命は、如来が大悲の心をもって衆生

に回
めぐ

らし向けようとする心なのだ。その勅命は、

如来自身が衆生に全部投げてきてくれる、如来の

回向であると。

　このことが私は、読んでも読んでも、どのよう

な意味かわかりませんでした。けれども、結局わ

「浄土を求めさせたもの─『大無量寿経』を読む─」㊲

欲生心は如来の回向心
親鸞仏教センター所長　本多 弘之

親鸞の生きた人生態度を、現代社会の大切な思想として掘り起こ
そうと、親鸞の思想・信念を時代社会の関心の言葉で思索し、考
え直す試みとして公開講座を行っています。

親鸞仏教センター連続講座「親鸞思想の解明」   
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兆
ちよう

載
さい

永
よう

劫
ごう

の修行に終わりはない。法蔵菩薩は歩

み続ける。法蔵菩薩が歩み続けるということは、

欲生心が歩み続けるということです。これは、寝

ても覚めても私たちをどこかで支え、励まし、聞

かしめていくようなはたらきが如来の欲生心であ

るという教えです。ですから、欲生心が成就する

ということは正
しよう

定
じよう

聚
じゆ

の機となることだと親鸞聖

人はおっしゃる。われわれは、凡夫でありながら、

間違いなく仏に成る位をいただけるのだと。単に

凡夫として悲しい人生を生きているのではない。

必ず成仏する、あるいは大涅
ね

槃
はん

を得る、そういう

形で仏教が教えたような、苦悩の命を、苦悩を超え

て生きるような智恵、生死即涅槃というような眼

を開く智恵が、信心の智恵としてこの人生におい

てわれわれに与えられるのだということなのです。

　これは、聞いても聞いてもよくわからない所が

あるのですが、本願に触れるということは、信心

をいただくことにおいて生活が変わるということ

なのです。生活が変わるといっても、やっている

ことが変わるわけではない。ただ、やっているこ

とを感じている主体が、自分が生きている意味が

変わる。そうすると、辛
つら

いなと思って嫌々生きて

いる命がありがたい。このような形でいただいて

生きていけるこの一瞬一瞬がありがたいというよ

うに仰げるようになる。闇だなと感じていた人生

が明るみを感じながら生きられるようになる。そ

うすると人生が変わるわけです。そのようなもの

が宗教的な転換です。それを往生と言う。

　現在の相対的状況のなかに新しい眼をもつとい

うことは、なかなかわからない。現在進行形的に

光に触れつつ生きていけることは、なかなかわか

らないし、上
う

手
ま

く表現できない。それを親鸞聖人

は、どれだけ愚かな身であろうとも、どのような

境遇であろうとも、光に遇って生きていくことに

おいてその意味が転換されるという宗教的生の喜

びを、何とか苦労して明らかにしてくださったの

だと思うのです。私としては、そのような宗教的

な生命に触れることが、この人生においてあるの

だと申し上げたいと思うのです。

� （文責：親鸞仏教センター）

■ 2016年
５ / ９ 	 第91回（通算第142回）連続講座「親鸞思想の解
明」（千代田区・東京国際フォーラム）
５ /13	 ご命日のつどい
５ /16	 乗満寺公開講座（乗満寺）：大澤研究員発表「「親
鸞」とは誰か―掴めないその実像―」
５ /19	 第52回現代と親鸞の研究会「尊厳と思いやりが
交響する財政―次の世代がその次の世代とつながるた
めに―」慶應義塾大学経済学部教授：井手英策氏（文
京区・親鸞仏教センター）
５ /22	 第13回「仏教と近代」研究会（佛教大学）：大澤
研究員発表「親鸞像の形成過程―「伝絵」から親鸞へ」
６ / ４ 	 第24回日本近代仏教史研究会（立正大学）：名和
研究員発表「清沢満之における「自力／他力」再考―
「修養」という語に着目して」、長谷川研究員発表「清
沢満之の前期思想について」
６ / ９ 	 第92回（通算第143回）連続講座「親鸞思想の解
明」（千代田区・東京国際フォーラム）
６ /10	 ご命日のつどい
６ /12	「宗教」と「社会」学会　第24回学術大会（上越教
育大学）：大澤研究員発表「親鸞小説のなかの親鸞像」
６ /13	 第53回現代と親鸞の研究会「宗教性を哲学者は
どう考えるか」哲学者、早稲田大学人間科学部教授：
森岡正博氏（文京区・親鸞仏教センター）
６ /20	 乗満寺公開講座（乗満寺）：大澤研究員発表「『親
鸞伝絵』に描かれた親鸞像―宗祖としての親鸞聖人―」
６ /24	 第15回親鸞仏教センター研究交流サロン「現代
と古典―「役立つ」学びとは？」筑波大学非常勤講
師：川井博義氏、高校生からの哲学雑誌『哲楽』編集
人：田中さをり氏（文京区・親鸞仏教センター）
７ / ３ 	 第23回真宗大谷派教学大会（大谷大学）：中村研
究員発表「『法然聖人御説法事』から見る「宗」と「血脈
次第」の問題」、青柳研究員発表「善導の『大経』観」
７ / ９ 	 東洋大学井上円了研究センター2016年度第 ２回
研究会（東洋大学）：長谷川研究員発表「19世紀の宗教
思潮からみる井上円了―ヴィクトリア時代の英国と明
治日本―」
７ /22	 第93回（通算第144回）連続講座「親鸞思想の解
明」（千代田区・東京国際フォーラム）
※ ６ 月から新たに「『教行信証』と善導」研究会を青柳研
究員が、清沢満之研究会を長谷川研究員が主催し開
催。その他、英訳『教行信証』研究会、『西方指南抄』
研究会を毎月 １回開催。

掲載論文等
５月	 『近代仏教』第23号
	 	 �名和研究員「清沢満之研究の道程―没後百周年

という交差点」
６ 月	 『真宗教学研究』第37号
	 	 本多所長「欲生心成就の信」（講演録）
	 	 �名和研究員「清沢満之における「忘」の意義―

『臘扇記』を手がかりとして」
	 	 �中村研究員「「機法一体」説成立の再検討―證空

における「往生正覚倶時」説を中心として―」
７ 月	 長谷川研究員『リクール読本』（共著）

親鸞仏教センターの動き
（2016年 ５ 月～ ７月）─抄出─



親鸞仏教センター通信　第59号　Dec. 20162

ころから欲生心が始まるから、欲生心は衆生のな

かに、願いが立ちあがってくるのだと。ここで曽

我先生の語り方は、あたかも凡夫が欲を起こすよ

うに語るのです。つまり「能」の形で語る。衆生

に能動性が出てくるのだと。これがいくら読んで

いてもわからなかったのです。なぜ回向であった

ものが、われわれの能動性になってしまうのか。

■深層意識のレベル
　曽我先生の本は読むとさっぱりわからない。わ

からないけれども、もう一度読んでやろうと、何

かすごい活気を与えられるわけです。理性的自己

でわかるわけではない。しかし、何かつき動かさ

れるものがある。曽我先生自身も、それを感じな

がら講演されるものだから、講演しているうちに

だんだん興奮してきて、手が上がってきて、声が

甲高くなって、それを聞いているほうも興奮して

きて、という講演が何回かありました。そのよう

な会座に出遇
あ

うと嬉しくなってしまうのです。何

か本願が本当にはたらいてきて、受けとめられた

人にはたらき出して動かす。その動かすレベル

は、現代の精神分析学的な心理学的言語で言え

ば、深層意識にはたらく。

　欲生心成就は、どこで成就するかといったら、

理性レベルではないのです。聖典にこう書いてあ

りますとか、インドでこう言っていますとか、そ

ういう言葉を集めてきて、はいわかります、とい

うレベルを作り上げるのは学問の世界で、そのよ

うなことを木
こ

っ端
ぱ

微
み

塵
じん

に吹き飛ばしてしまうほど

深いレベルの体験を起こしてくるのが本願力のは

たらきでしょう。

　連続講座「親鸞思想の解明」は、「浄土を求め
させたもの―『大無量寿経』を読む―」の第93
回と94回が東京国際フォーラム（有楽町）で行
われ、この両回では「三輩段」について、セン
ター所長・本多弘之が問題提起をし、有識者と
一般参加者の方々との間で活発な質疑応答がな
された。ここでは、先に行われた第91回から一
部を紹介する。
 （親鸞仏教センター嘱託研究員　越部良一）

■﹁能信﹂
　金子大榮先生が大変丁寧に教えてくださってい

るのですが、親鸞という人は全部受動型だと。

教・行・信・証、すべて如来の回
え

向
こう

であり、救済

もいただき、全部いただくのだと。これはある意

味でよくわかるのですけれども、何か納得できな

いところがある。つまり、能動性が出てこない。

曽我量深先生は、すごく積極的なのですが、それ

がどこから出てくるかといったら「能信」だと。

　行に対する真実信心というあり方を、曽我先生

は「所
しよ

行
ぎよう

�・能信」という関係だとおっしゃった。

　行は「所行」の法だと強くおっしゃる。「能行」

というと凡夫が行ずることになって、自力になり

ますから、曽我先生は「能行」とおっしゃらない。

能は行につかずに信につく、「能信」だとおっしゃ

る。如来の大悲回向に行ぜられているから「所行」

ですが、それを信ずる責任は衆生にあるのだと。

衆生が信じなければ、行は衆生にはたらかない。

　欲
よく

生
しよう

心
しん

成就の文の始まりは「至心回向」で、こ

れは如来の回向だと。何を回向するかといった

ら、大行を回向する。大行の回向をいただいたと

「浄土を求めさせたもの─『大無量寿経』を読む─」㊳

信心の能動性
親鸞仏教センター所長　本多 弘之

親鸞の生きた人生態度を、現代社会の大切な思想として掘り起こ
そうと、親鸞の思想・信念を時代社会の関心の言葉で思索し、考
え直す試みとして公開講座を行っています。

親鸞仏教センター連続講座「親鸞思想の解明」   



親鸞仏教センター通信　第59号　Dec. 2016 3

　それと正反対に、現代は合理主義、経済合理性

と、全部、知的レベルで計算する。宗教レベルが

見えない。そのようなものはないものだと思って

いる。ないものを信じているのは迷信だと思って

いる。迷信しかわからないのが現代生活なので

すね。

■受動全部をもって能動に転ずる
　われわれの発想、つまり一重的自己からする

と、不純粋の間は純粋になれない。凡夫であった

ら金剛になれない。この世を生きているのである

から浄土を生きるわけではない。そのように矛盾

するものを分けるわけです。しかし、矛盾するも

のが出遇う場所が与えられるのだと。能動と受動

が矛盾していると思って、受動である限り能動に

なれない、それでは元気が出ない。曽我先生はど

うして能動になれるのだろう。長い間、そのよう

なわからなさがあったのですけれど、宗教的回
え

心
しん

が起こるレベルは深層レベルなのだと。如来のは

たらきだけれど、それが起こっている事実に気づ

くのは、それが表層レベルにまで、つまり地中の

マグマが下で動いているだけでなくて上まで吹き

出てくる、これが能動性になる。はたらきは受動

性で受けとめるけれど、出てきたときには能動性

になる。こうして、回向の信心なのだけれども、

信心に「能信」、「能」ということが出てくる。こ

れが言えるのは、欲生心なのだと。欲生心が回向

心だと親鸞聖人が押さえる意味を、曽我先生は、

受動全部をもって能動に転ずるのだと、このよう

におっしゃるのです。

　曽我先生は、ほとんど叫んでおられるのです。

でも、わからない。こちらの耳に聞こえてこない。

このようなまどろっこしい経験が長い間あり、も

う、曽我先生が亡くなられて45年くらいになるの

ですが、あの叫びが耳の底にまだとどまっている

のです。あの元気がどこから出てきたのだろう。

本願からきているのだと、不思議な因縁で、やっ

と少しわかったというか、 頷
うなず

かされてくるよう

になりました。

■ 2016年
８ / １ 	 人事発令（飯島孝良嘱託研究員、佐々木啓書記
補が発令。越部良一、法隆誠幸が嘱託研究員として
再任）
８ / ４ 	 第 ３ 回「『教行信証』と善導」研究会
８ / ７ 	「宗教・イメージ・想像力」研究会第 ２回シン
ポジウム（日本女子大学）：飯島研究員発表「メディ
アとしての一休「像」とその禅文化史的意義」
８ / ８ 	 第28回『西方指南抄』研究会
８ / ９ 	 第190回英訳『教行信証』研究会
８ /12	 ご命日のつどい
８ /20	 東アジア人文フォーラム（北京大学）：中村研
究員発表「浄土と心の問題」
８ /25	 第94回（通算第145回）連続講座「親鸞思想の
解明」（千代田区・東京国際フォーラム）
８ /29	 第169回清沢満之研究会
９ / ２ 	 第191回英訳『教行信証』研究会
９ / ４ 	 日本印度学仏教学会第67回学術大会（東京大
学）：中村研究員発表「證空における「化前序」説成
立とその展開」
９ / ９ 	 ご命日のつどい
９ /11	 日本宗教学会第75回学術大会（早稲田大学）パ
ネル「明治期における宗教体験の語りとその伝播」：
長谷川研究員パネル発表「宗教的「実験」の系譜―
原坦山の心性実験録―」
９ /13	 第29回『西方指南抄』研究会
９ /14	 第170回清沢満之研究会
９ /15	 第 ４ 回「『教行信証』と善導」研究会
９ /17	 国際井上円了学会第 ５回学術大会（東洋大
学）：長谷川研究員発表「井上円了の「仏教改良」に
ついて」
10/ ４ 	 第192回英訳『教行信証』研究会
	 	 第95回（通算第146回）連続講座「親鸞思想の
解明」（千代田区・東京国際フォーラム）
10/11	 第30回『西方指南抄』研究会
10/14	 ご命日のつどい
10/17	 第 ５ 回「『教行信証』と善導」研究会
10/24	 第171回清沢満之研究会
10/31	 平成28年度西山深草派宗学院研究科生発表会
（西山深草派総本山誓願寺）：中村研究員発表「諸行
本願義における「雑行専修」をめぐる問題―西山義
の批判を中心として―」

掲載論文
10月	 『深草教学』第27号
	 	 �中村研究員「顕意『浄土疑端』成立過程の検討」

親鸞仏教センターの動き
（2016年 ８ 月～10月）─抄出─
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なっています。また、歴史上の人物が、教えを主

体化して、自分自身を発見し苦悩を乗りこえた場

合に仏陀という意味をもつならば、それは諸仏の

一人になって、そして、この道がこのようにして

明るみをもつことができますよと語っていくこと

ができます。けれど、どうしても個人性は克服で

きないのです。

　これは譬
たと

えで、私の師匠であった安田理深とい

う方は、たくさん弟子ができたのですが、やはり

それはある意味で一部なのです。「安田さんの言

うことはさっぱりわからん。難しすぎる」と寄り

つかない人が圧倒的に多かった。そういう人に

とってはうるさいだけで、彼の考えは駄目だと。

だから、教えを聞くについても因縁なのです。偉

い学者さんが、曽我量深の言うことはさっぱりわ

からんと、金子大榮の言うことなら許すと、その

ようなことはあるのです。

　そのような意味で言えば、諸仏には諸仏各々が

得意とする出遇
あ

い方があるし、諸仏が一人おられ

ればそこには必ず縁を結ぶ衆生がいるのですが、

そうした縁はどれだけ頑張ってもそんなに多くは

ならないのです。ところが、阿弥陀仏の場合は、

親鸞の和讃に「弥陀初
しよ

会
え

の 聖
しよう

衆
じゆ

は　算
さん

数
じゆ

のおよ

ぶことぞなき」（『聖典』480頁）とあるように、

「さあこれから説法するぞ」というときには、も

う数えることができない人々が縁になっているの

だと。

　連続講座「親鸞思想の解明」は、「浄土を求め

させたもの―『大無量寿経』を読む―」の第95

回から97回が東京国際フォーラム（有楽町）で

行われ、95回と96回では「諸仏如来」について、

97回では「東方偈」について、センター所長・

本多弘之が問題提起をし、有識者と一般参加者

の方々との間で活発な質疑応答がなされた。こ

こでは、95回と96回から一部を紹介する。

 （親鸞仏教センター嘱託研究員　越部良一）

■諸仏の特殊性を超えていく
　「無量寿仏の威

い

神
じん

極まりなし。十方世界の無量

無辺不可思議の諸仏如来、彼を 称
しよう

歎
たん

せざること

なし」（『真宗聖典』46頁、東本願寺出版、以下『聖

典』）と言われています。先立って仏法の道に触

れ、道を求め、道を明らかにした方々、その人た

ちの言葉が諸仏の言葉になるわけです。そのよう

な諸仏に対して、無量寿仏、阿弥陀仏という名前

が出てくる。これは光が無限でありたい、寿
いのち

が無

限でありたいという、そういう限定されることの

ない世界を開こうという願いが名前として付いた

仏陀です。なぜ、そういう名前が出てきて、そし

て諸仏に称歎されるのか。

　それは、もともと個人であった方が仏陀に成っ

た場合には、覚
さと

りを開いて囚
とら

われから解放された

といっても、ある意味で特殊性がある。それぞれ

の仏陀のもつ特殊な力とか特殊な意味があり、例

えば薬師如来という名前は、衆生の苦悩のなかで

も特に病気を治したいという願いが仏陀の名前に

「浄土を求めさせたもの─『大無量寿経』を読む─」㊴

諸仏の称歎の意味について
親鸞仏教センター所長　本多 弘之

親鸞の生きた人生態度を、現代社会の大切な思想として掘り起こ
そうと、親鸞の思想・信念を時代社会の関心の言葉で思索し、考
え直す試みとして公開講座を行っています。

親鸞仏教センター連続講座「親鸞思想の解明」   
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■人に依らず、真理それ自身に依る
　安田先生は、人に依りかかってはならない、法

に依れと。法、ダルマ、真理そのものに依れと、

そのような大乗仏教の教えの大事なところを繰り

返しおっしゃってくださっていました。人は有限

である。人は凡夫である。人が触れた真理、その

真理それ自身に依るのだと。

　私がこの仏法の教えを学びはじめた昭和30年代

のころには、まだ清沢先生の門下の方々が何人か

生きておられた。それが、昭和46年に曽我先生が

亡くなる。それから ５ 年後には金子先生が亡くな

る。安田先生が信頼していた信
のぶ

国
くに

淳
あつし

という方も

亡くなるということが続いていったときに、私

は、これはどうなるのだろうという不安感、何だ

か寂しいという感じがしたものですから、安田先

生にお目にかかったときに、「仏法を生きてくだ

さった方々がどんどん亡くなっていってしまっ

て、寂しいですね」と申し上げたら、「馬鹿もん」

と怒られました。「お前は何を求めているのだ」

と。まったく頼りない教えの聞き方だ、と言うわ

けです。

　もちろん、人が法に触れて法を生きてくださり

法を証明するわけですが、後から行くものは、そ

の人を自分の依り処にしてしまいがちなのです。

それを、「善知識だのみ」と批判されるのです。人

を自分の依り処にしてしまう。そうすると、その

人が亡くなればもうお手上げです。そうではなく

て、その人が生きている真理を求めるべきであ

る。法を所有している人はいないのだと。

　釈尊でも法を所有したわけではない。自分が見

いだした法を、こういう法によって自分は闇を乗

り超えられた、この法を信じてほしいということ

で、教えに説かれた。そういう意味で法を教える

べく、道理を教えるべく説かれた経典が『無量寿

経』です。ですから、その『無量寿経』では諸仏

が阿弥陀を称歎する、ほめるという形で願いが説

かれていると思うのです。

■ 2016年
11/ ２ 	 第193回英訳『教行信証』研究会
11/ ８ 	 第96回（通算第147回）連続講座「親鸞思想の

解明」（千代田区・東京国際フォーラム）
11/11	 ご命日のつどい
	 	 第54回現代と親鸞の研究会「〈生まれる〉こと

をめぐる倫理学のために―〈誰〉かであることとそ
の〈起源〉」明治学院大学社会学部教授：加藤秀一氏
（文京区・親鸞仏教センター）
11/14	 第 ６ 回「『教行信証』と善導」研究会
11/21	 第31回『西方指南抄』研究会
11/25	 第12回 研 究 員 と 読 む 公 開 輪 読 会「Living 

Discourse on Buddhism ―井上円了の『仏教活
論』と仏教近代化の諸問題」担当：長谷川研究員①
11/25②12/ ２ ③12/ ９ ④12/16（文京区・親鸞仏教セ
ンター）
11/28	 第170回清沢満之研究会
11/29	 第194回 英 訳『教 行 信 証』研 究 会「Suzuki 

Daisetsu’s Presentation of Buddhism to the 
West.」マールブルク大学名誉教授：マイケル・パ
イ氏（文京区・親鸞仏教センター）
12/ ５ 	 第97回（通算第148回）連続講座「親鸞思想の

解明」（千代田区・東京国際フォーラム）
12/ ８ 	 平成28年度西山学会研究発表大会（京都西山短

期大学）：中村研究員発表「『法然聖人御説法事』か
ら見る「宗」と「血脈相承」の問題―『選択集』と
の異同に着目して―」
12/ ９ 	 ご命日のつどい
12/12	 「近現代『教行信証』研究」検証プロジェクト

「解釈の転換―私感：『教行信証』の近代」教学研究
所長：安冨信哉氏（文京区・親鸞仏教センター）
12/14	 第 ７ 回「『教行信証』と善導」研究会
12/20	 第195回英訳『教行信証』研究会
12/21	 第32回『西方指南抄』研究会
12/27	 第171回清沢満之研究会
12/28	 親鸞仏教センター報恩講
■ 2017年
１ / ６ 	 第12回研究員と読む公開輪読会「唯信の生活―

『唯信鈔文意』を読む―」担当：青柳研究員① １ / ６
② １ /13③ １ /20④ １ /27（文京区・親鸞仏教センター）
１ /11	 第196回英訳『教行信証』研究会
	 	 第98回（通算第149回）連続講座「親鸞思想の

解明」（千代田区・東京国際フォーラム）
１ /13	 ご命日のつどい
１ /18	 第 ８ 回「『教行信証』と善導」研究会
１ /25	 第33回『西方指南抄』研究会
	 	 第16回研究交流サロン「宗教と国家」中央大学

総合政策学部教授：保坂俊司氏（文京区・親鸞仏教
センター）
１ /31	 第172回清沢満之研究会

掲載論文
12月	 『印度學佛教學研究』第65巻第 １ 号
	 	 中村研究員「證空における「化前序」説成立と

その展開」

親鸞仏教センターの動き
（2016年11月～2017年 １ 月）─抄出─
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の事実のところに成り立つのだと。つまり、衆生

は煩悩具足の凡夫であるにもかかわらず、如来の

呼びかけが衆生の本質には響いていて、それに気

づくことは、真実信心というものが、如来の素質

が、衆生にあると気づくことなのだと。

　仏教は、人間の苦悩の本質は何であるかを仏が

見そなわして、そこから解放しようとする。あら

ゆる衆生が自我の執
とら

われをもち、自己関心から出

られない。そのような自己関心を取り巻いて、苦

悩の条件がいくらでも起ってくるのですから、そ

れに対応し、そこから出ようとして人間は悪戦苦

闘している。そこに、如来は苦悩の本質を見届け

て、そこから本当に解放される場所を与えよう

と、こういう呼びかけが、欲生心という言葉に

なっているわけです。

　ですから、『無量寿経』の教えは、衆生の側から

すれば本当に解放される場所がほしいという願生

の教えです。如来のほうからすれば、そのための

方法は我が名である。名を念ぜよと。名のところ

に願が衆生に届く。名を通してわれわれの闇が破

られ、そして、われわれにとって大事な、解放さ

れる場所が与えられるのだと。

■願生は如来の回
え

向
こう

　本願成就の文にある「至心回向」というのは、

本願が成就することを語っている言葉で、如来の

願いが成就することを語っているのだから、如来

の回向が凡夫の上に成り立ったことを表すのだ

と、親鸞はいただかれた。その至心回向を受けて

「願生彼国　即得往生」（『聖典』44頁）と書いて

　連続講座「親鸞思想の解明」は、「浄土を求め

させたもの―『大無量寿経』を読む―」の第98

回から100回が東京国際フォーラム（有楽町）で

行われ、98回と99回では「東方偈」について、

100回では「第二十二願成就文」について、セン

ター所長・本多弘之が問題提起をし、有識者と

一般参加者の方々との間で活発な質疑応答がな

された。ここでは、98回から一部を紹介する。

 （親鸞仏教センター嘱託研究員　越部良一）

■﹃無量寿経﹄は願
がん

生
しよう

の教え
　「東方偈」のなかで「その仏の本願力、名

みな

を聞

きて往生せんと欲
ねが

えば、みなことごとくかの国に

到
いた

りて、自
おの

ずから不退転に致
いた

る」（『真宗聖典』4９

頁、東本願寺出版、以下『聖典』）と。仏の本願力

によって名を聞くということが起こるなら、その

聞
もん

名
みよう

のなかに、欲
よく

生
しよう

 、彼の国に生まれたいとい

う願いが成就して、自ずから不退転に致ると。不

退転、退転しないということは、仏の願心にした

がって、仏の道を求め、その道をもう外れない。

だから、衆生は光のなかにあることをもう忘れな

い。このようなことが持続すると。

　この偈文の前半の二句、「其
ご

仏本願力　聞名欲

往生」が『教行信証』「信巻」の「信の一念」のと

ころに引用されています（『聖典』２3９頁）。この一

念を、親鸞聖人は「正信偈」で「よく一念喜愛の

心を発
ほつ

すれば、煩悩を断ぜずして涅槃を得るな

り」（『聖典』２04頁）と言われていて、煩悩を断た

ずして涅槃を得るという大乗仏教の課題が、凡夫

の努力を待たずして、本願成就の救いとして一念

「浄土を求めさせたもの─『大無量寿経』を読む─」㊵

願生という深い祈り
親鸞仏教センター所長　本多 弘之

親鸞の生きた人生態度を、現代社会の大切な思想として掘り起こ
そうと、親鸞の思想・信念を時代社会の関心の言葉で思索し、考
え直す試みとして公開講座を行っています。

親鸞仏教センター連続講座「親鸞思想の解明」   
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ある。願生してもまだ往生できないというのでな

くて、至心回向を潜
くぐ

り、願生すれば即ち往生する

と。それは、「名を聞きて往生せんと欲えば、みな

ことごとくかの国に到りて」という言葉と重なっ

ているわけです。

　願生という衆生の深い祈りは、如来の欲生心の

成就として、如来の回向に値
ち

遇
ぐう

するという形でい

ただけるのだと。これが親鸞聖人が明らかにした

凡夫の救いです。凡夫は凡夫のままで、名号のい

われに出遇うなら、その名号の意味に出遇うとこ

ろに本願と値遇する。それは如来の大悲回向と値

遇することだと。値遇することができるなら、濁

世の限界と無限なる大悲の世界との接点にわれわ

れは立つ。こういうことが成り立つのが信の一念

なのだと。

■願生は前の命が終わること
　だから、信の一念を明らかにするために、『愚

ぐ

禿
とく

鈔
しよう

 』で親鸞聖人は、善導大師の言葉、「前念命
みよう

終
じゆう

　

後念即生」を引いてくるわけです（『聖典』430

頁）。前の命に死ねばすぐ次の命、浄土の命が始ま

るのだと。つまり、「願生彼国」は「前念命終」、

前の命が終わるということだと。それは信の一念

である。そして、「即得往生」は「後念即生」であ

る。そのように、本願成就文と善導大師の言葉と

を結びつけて、本願と値遇することがもたらす衆

生の救いを親鸞聖人は表されるわけです。

　凡夫の生活がどれだけ苦悩の命であろうと、有

限の命であろうと、大悲のなかにある生活をいた

だいていける。本願の救いのなかにある、大悲は

すでに包んでいると信ずる。それは不退転であ

る。不退転は正
しよう

定
じよう

聚
じゆ

でもある。必ず仏に成る位

をいただいて生きる。これは菩薩であるわけで

す。本願成就のところ、聞名のところに本願を聞

き当てることができて、そこに、たすからない衆

生がずっと歩み続けて行くことができる道が開か

れるということです。

■ 2017年
２ / ３ 	 第12回研究員と読む公開輪読会「〈行〉とは何
か―『西方指南抄』を読む」担当：中村研究員① ２ /
３ ② ２ /10③ ２ /17④ ２ /24（文京区・親鸞仏教セン
ター）
２ / ６ 	 第99回（通算第150回）連続講座「親鸞思想の
解明」（千代田区・東京国際フォーラム）
２ /10	 ご命日のつどい
２ /21	 第 ９ 回「『教行信証』と善導」研究会
２ /22	 第173回清沢満之研究会
２ /24	 第197回英訳『教行信証』研究会
２ /27	 第34回『西方指南抄』研究会
３ / ６ 	 第100回（通算第151回）連続講座「親鸞思想の
解明」（千代田区・東京国際フォーラム）
３ / ８ 	 第198回英訳『教行信証』研究会
３ /10	 ご命日のつどい
３ /13	 第 ３ 回清沢満之研究交流会（清沢満之と西洋哲
学）〈研究発表〉「清沢哲学研究の課題と展望」親鸞
仏教センター研究員：長谷川琢哉、「日本における西
洋哲学の初期受容」大谷大学教授：村山保史氏、「近
代仏教のなかの清沢満之と哲学」龍谷大学アジア仏
教文化研究センター博士研究員：碧海寿広氏、〈コメ
ンテーター〉関西大学教授：井上克人氏、〈司会〉真
宗大谷派教学研究所研究員：名和達宣（文京区・求
道会館）
３ /25	 宗教哲学会第 ９回学術大会（京都大学）：長谷
川研究員発表「清沢満之における信仰の獲得―「中
期」の宗教哲学的諸論考を手がかりとして」
３ /27	 第10回「『教行信証』と善導」研究会
３ /29	 第35回『西方指南抄』研究会
３ /30	 第174回清沢満之研究会
３ /31	 第55回現代と親鸞の研究会「ドストエフスキ
イ、イエス像探求の足跡―ユダ的人間論とキリスト
論」ドストエフスキイ研究者、河合塾英語科専任講
師、河合文化教育研究所研究員：芦川進一氏（文京
区・親鸞仏教センター）
４ /10	 第 ３ 回「近現代『教行信証』研究」検証プロ
ジェクト全体会
４ /14	 ご命日のつどい
４ /17	 第11回「『教行信証』と善導」研究会（善導『観
経疏』について）大正大学非常勤講師、浄土宗総合
研究所研究員：柴田泰山氏（文京区・親鸞仏教セン
ター）
４ /18	 第36回『西方指南抄』研究会
４ /19	 第175回清沢満之研究会
４ /24	 第12回「『教行信証』と善導」研究会
４ /25	 第14回「親鸞仏教センターのつどい」〈記念講
演〉「憲法の「古稀」について考える」早稲田大学法
学学術院教授：水島朝穂氏、「本願の国土」親鸞仏教
センター所長：本多弘之（千代田区・学士会館）
４ /28	 第199回英訳『教行信証』研究会

掲載論文
３月	 『井上円了センター年報』vol. 25
	 	 �長谷川研究員「ヴィクトリア時代英国における

不可知論と井上円了」
	 	 『親鸞教学』第107号
	 	 �青柳研究員「必可超証大涅槃―正定聚之機の具

体相―」

親鸞仏教センターの動き
（2017年 ２ 月～ ４月）─抄出─



親鸞仏教センター連続講座「親鸞思想の解明」
親鸞の生きた人生態度を、現代社会の大切な思想として掘り起こ
そうと、親鸞の思想・信念を時代社会の関心の言葉で思索し、考
え直す試みとして公開講座を行っています。

「浄土を求めさせたもの―『大無量寿経』を読む―」㊶

むなしくすぐるひとぞなき
親鸞仏教センター所長　本多　弘之

　連続講座「親鸞思想の解明」は、「浄土を求めさせ

たもの―『大無量寿経』を読む―」の第101回と

102回が東京国際フォーラム（有楽町）で行われ、

101回では「第二十二願成就文」について、102回

では「浄土の菩薩」について、センター所長・本多

弘之が問題提起をし、有識者と一般参加者の方々と

の間で活発な質疑応答がなされた。ここでは、先に

行われた第100回から一部を紹介する。

 （親鸞仏教センター嘱託研究員　越部 良一）

■人間が成就するとは大涅槃に遇
あ

うこと
　天親菩薩の『浄土論』では、浄土の功徳が
二十九の形で語られています。そのなかで仏の功
徳が八つ言われている、その八番目にあるのが、
本願力を語る「不

ふ

虚
こ

作
さ

住
じゆう

持
じ

功
く

徳
どく

」です。これを親
鸞聖人は『教行信証』の「行巻」で、本願とは何
であるかをあらためて問い直すところに引かれて
います（『真宗聖典』198頁、東本願寺出版、以下
『聖典』）。不虚作住持というのは、つまり、空

むな

し
く過ぎる者はない、と言うのですが、私の師匠で
あった安田理深先生は、人間の悲劇と言って、貧
乏とか、病気とか、そういうものが辛

つら

いという以
上に辛いものがある。それは、この人生を生きて
無駄だったということだと。これほど辛いことは
ない。このようにおっしゃっていました。いろい
ろな功成り名遂げてという話がありますけれど、
名利がたとえ満たされても、何か満たされない形
で人生が終わることは起こりうるわけです。曇鸞
大師は、そういうことを譬

ひ

喩
ゆ

として解釈のなかに
出しておられます。金銀財宝をたくさん貯めたと
ころに、大飢

き

饉
きん

がくると、食糧はたちまち底をつ

いてしまう。お金を抱えて餓死したと。
　金銀財宝といったものを当てにしてわれわれは
生きていることが多いわけですけれど、当てにな
らんと。本当に空しく過ぎないとは、どういうも
のに出遇えばよいのか。こういう課題が、浄土に
出遇うということなのだと。浄土に出遇うという
ことは、空しく過ぎる者がないということ。如来
の本願が大涅槃から立ち上がってわれわれに呼び
かける。その涅槃に遇うはたらきが、無限にはた
らきうる力になる。それを親鸞聖人は、「本願力
にあいぬれば　むなしくすぐるひとぞなき　功徳
の宝

ほう

海
かい

みちみちて　煩悩の濁
じよく

水
しい

へだてなし」（『聖
典』490頁）とおっしゃる。煩悩がどれだけ濁っ
ていようと、本願に遇うことによっていただける
利益は、空しく過ぎないということなのだと。大
涅槃に触れることは、ある意味で絶対満足なので
す。人間が成就するということは大涅槃に遇うと
いうことです。
　しかし、本願との出遇いをここまで吟味するこ
とは容易なことではない。本願に遇うということ
は、本願を対象的に見るのではないのです。本願
というものを考えるのでもない。本願を感じて、
本願のなかに生きる、本願を自分自身の依り処に
する。そういうことが成り立つと、もう空しく過
ぎることはないと。そういう呼びかけが親鸞聖人
から出されている。

■阿弥陀如来の仕事に参画する
　不虚作住持功徳は浄土の功徳です。浄土の功徳
なのだけれども、浄土に行ってから味わう功徳で
はなくて、浄土の功徳が向こうからくるわけです。
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本願力回向として、凡夫の世界を包むべく、向こ
うからはたらいてくる。本願力回向としてはたら
いてくる。こういうものに出遇う。
　本願と本願成就とは、本願が因であって本願成
就が果としてくるというのではなくて、願と願成
就が常に「南無阿弥陀仏」という一点でわれわれ
に呼びかけてくる。これが「大行」と言われるの
は、人間が行ずるのではなくて本願が行ずるから
です。本願が行ずる形が「南無阿弥陀仏」である。
その「南無阿弥陀仏」は願海をわれわれに開いて
くる。その「南無阿弥陀仏」を信ずる。そういう
「南無阿弥陀仏」であると信ずる。願海に触れる
ということは、「大信海」、信心が海になる。その
信心において、本願と本願力の成就とがわれわれ
に呼びかけ、われわれを励まし、凡夫である私を
仏道を成就せしめる存在に転じてくださるわけで
す。
　でも、自分が仏に成るわけではない。われわれ
はどこまでも愚かな凡夫である。「悲しきかな、
愚禿鸞」（『聖典』251頁）とおっしゃるのは、そ
のことである。凡夫であるままに本願力をいただ
けるのだと。「煩悩成就の凡夫、生死罪

ざい

濁
じよく

の群
ぐん

萌
もう

」
（『聖典』280頁）が大涅槃の功徳をいただくこと
ができる。それが本願を信ずること。凡夫だから
だめだというのでもないし、凡夫を止めて仏に成
るのでもない。凡夫であるままに仏道を成じてい
こう。こういうことが成り立つのが本願力である。
本願力が私どもを呼び、私どもを励まし、私ども
を歩ませてくださる。こういうことが本願の教え
と出遇うことだと思うのです。
　それは、決して個人関心でできるという話では
ない。「南無阿弥陀仏」の回向の仕事として、そ
ういう課題を私たちは感じながら生きていける。
「難

なん

思
し

議
ぎ

往生を遂
と

げんと欲
おも

う」（『聖典』356頁）と
親鸞聖人もおっしゃるように、意欲としてわれわ
れは阿弥陀如来のお仕事に参画できる。阿弥陀如
来のお仕事は十方衆生にかかっている。私どもは
それを信ずることで、「よくぞ信じてくれた」、こ
う言って励ましてくださる仏陀の願いが聞こえて
くるのです。

■2017年
5 / 1　第37回『西方指南抄』研究会「菩薩の倫理と

その根拠」東京大学・国際日本文化研究センター名
誉教授：末木文美士氏（文京区・親鸞仏教センター）
5 / 8　第200回英訳『教行信証』研究会
5 / 9　第101回（通算第152回）連続講座「親鸞思想

の解明」（千代田区・東京国際フォーラム）
5 /11　第17回研究交流サロン「近代日本のナショナ

リズムを考える――「明治の青年」を事例にして」
筑波大学人文社会系教授：中野目徹氏、愛媛大学法
文学部講師：中川未来氏（文京区・親鸞仏教センター）
5 /12　ご命日のつどい
5 /15　第13回「『教行信証』と善導」研究会
5 /29　第38回『西方指南抄』研究会
5 /30　第176回清沢満之研究会
6 / 2　第24回日本近代仏教史研究会研究大会（東北

大学）：長谷川研究員発表「「大乗仏教」をめぐる言
説形成――井上円了を中心にして――」
6 / 5　第 1 回「三宝としてのサンガ論」研究会
　　　 第102回（通算第153回）連続講座「親鸞思想

の解明」（千代田区・東京国際フォーラム）
6 / 6　第56回現代と親鸞の研究会「よく生きるとい

うこと」哲学者：岸見一郎氏（文京区・親鸞仏教セ
ンター）
6 / 9　ご命日のつどい
6 /13　親鸞仏教センター臘扇忌・鸞音忌法要
6 /14　第201回英訳『教行信証』研究会
6 /20　第177回清沢満之研究会「リフォーマーとして

の清沢満之――『教団』の世紀と精神主義――」天
理大学人間学部教授：岡田正彦氏（文京区・親鸞仏
教センター）
6 /26　第14回「『教行信証』と善導」研究会
7 / 1　第18回国際真宗学会学術大会（武蔵野大学）：

青柳研究員発表「「自信教人信」について」
7 / 3　第202回英訳『教行信証』研究会
　　　 第103回（通算第154回）連続講座「親鸞思想

の解明」（千代田区・東京国際フォーラム）
7 /18　第15回「『教行信証』と善導」研究会
7 /19　公益財団法人日独文化研究所学術交流シンポ

ジウム パネルディスカッション「文化と文明」：長
谷川研究員発表「明治期における仏教形而上学の形
成」
7 /21　ご命日のつどい
7 /24　第 2 回「三宝としてのサンガ論」研究会
7 /26　第178回清沢満之研究会

掲載論文
5月 　�『近代仏教』第24号
　　　 �長谷川研究員「〈書評〉三浦節夫『井上円了

―日本近代の先駆者の生涯と思想』」

親鸞仏教センターの動き
（2017年 5 月〜2017年 7 月）―抄出―
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親鸞仏教センター連続講座「親鸞思想の解明」
親鸞の生きた人生態度を、現代社会の大切な思想として掘り起こ
そうと、親鸞の思想・信念を時代社会の関心の言葉で思索し、考
え直す試みとして公開講座を行っています。

「浄土を求めさせたもの―『大無量寿経』を読む―」㊷

本願の大きな世界
親鸞仏教センター所長　本多 弘之

　連続講座「親鸞思想の解明」は、「浄土を求めさせ

たもの―『大無量寿経』を読む―」の第103回〜

105回が東京国際フォーラム（有楽町）で行われ、

103回では「菩薩」、「自在」等について、104回で

は「大慈悲」、「五眼」について、105回では「空に

して所
しょ
有
う
なし」等について、センター所長・本多弘

之が問題提起をし、有識者と一般参加者の方々との

間で活発な質疑応答がなされた。ここでは、先に行

われた第102回から一部を紹介する。

� （親鸞仏教センター嘱託研究員　越部 良一）

■あらゆる世界に行く
　「かの国の菩薩は、仏の威

い

神
じん

を承
う

けて、一
いち

食
じき

の

頃
あいだ

に十方無量の世界に往
おう

詣
げい

して、諸仏世尊を恭
く

敬
ぎょう

し供
く

養
よう

せん」（『真宗聖典』52頁、東本願寺出版）。

浄土の菩薩は阿弥陀の力を受けることによって、

「一食の頃」に、つまり一回食事をする間に、あ

らゆる世界に行くことができると。このようなこ

とは、有限な身ではできないわけです。

　宮沢賢治の詩（「雨ニモマケズ」）で、“東・西・

南・北に行って、病気の人があったら看病したい、

疲れた人があったら手助けしたい、死にそうな人

があったら怖がらなくていいと言いたい”と、そ

のように言うでしょう。あれは菩薩の願心と言っ

ても良いと思うのです。けれども、身は一つしか

ない。そうするとあっちもやりたい、こっちもや

りたい、全部やりたいといっても現実にはできな

い。身が分裂するしかない。でも、願いはある。

これは菩薩の願心、大悲心と言うしかない。だか

ら、浄土の教えでは法蔵菩薩の願心でわれわれに

呼びかけてくる。では、われわれにできるかといっ

たら、できないわけです。そういうところに悲し

さがあるわけです。悲しい、でも世界が開ける。

大きな慈悲が呼びかけている世界があるのだと。

壁のない仏の大きな世界がある。

　「かの国の菩薩は、仏の威神を承けて」、つまり

本願力をいただいて、本願力に託すことにおいて、

あらゆる世界にはたらくことができると。これを

親鸞聖人は「還
げん

相
そう

回向」というかたちで教えてく

ださっているのだと思うのです。われわれが個人

でできるはずがない。でも、本願力のはたらきの

なかに凡夫が生かされることにおいて、本願力を

観じ、本願力を語っていくことはできる。でも、

自分が本願力を行ずるなどということはできな

い。だから、菩薩ですら仏の威神力を受けてでき

ると、こういうことが言われてくるわけです。

■本当に満ち足りたもの
　そして、そこに「心

しん

の所念に随
したが

いて」「無
む

数
しゅ

無

量の供養の具、自
じ

然
ねん

に化
け

生
しょう

して念に応じてすなわ

ち至らん」（同上）と。華
はな

やら、香りやら、音楽

やら、仏に捧げるような供養の品々が自然に化生

する。「化生」というのは、本願力のはたらきに

おいてひとりでに生まれてくることです。

　先ほどの例で言うなら、東・西・南・北に違っ

た苦悩の人たちがいる。どっちにも行きたいと言

うけれど行けない。そのような状況を生きている

命に対して、どうすれば良いのか。どうしようも

ないのです。大きな慈悲がみんなそれぞれに満ち

足りた世界を与えているのだから、お前はまず、
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お前自身に本当に満ち足りたものを見つけよと。

だから、一食の頃に十方無量の世界に行けるとい

うのは、そういう満ち足りたものを本当に見いだ

したならば、全部が満ち足りている世界に気づく。

気づいたことにおいて、全部が満ち足りていると、

こういうことが見えてくる。

　でも、現実にはどこも満ち足りていないではな

いかと。現実は生老病死ですから、生まれてくる

ときも大変だし、生きていることも大変だし、さ

らに亡くなっていく人をたすけるとなれば、それ

も大変だし、有限な力ではもうどうにもならない。

できるところでやるしかない。できるところで

やって空
むな

しく過ぎると感じたらどうするのだと、

そういう問題です。それに対して大悲の本願は、

あなたが要求しているものは既に満ち足りている

よと。

■「汝、何の不足かある」
　それで、清沢満之があのようなすごい文章を書

いたことが感動を与えるのです。あれは、如来の

心を自分に呼びかけている語り方だと思うので

す。それは「請
こ

う勿
なか

れ、求むる勿れ、汝
なんじ

、何の不

足かある。若し不足ありと思わば、是
こ

れ汝の不信

にあらずや」（『臘
ろう

扇
せん

記』）と書いておられる文章

です。求めたり、どうかくださいと言ったり、そ

のように求めて如来からくるものではないのだ

と。お前に何の不足があるのか。このように確認

しておられる。何かズキンとくるわけです。何で

ズキンとくるのかとずっと思っていたのですけれ

ど、こんなことを言われても無理だ、やっぱり不

平不満しかないとわれわれは思いながらも、「汝、

何の不足かある」というその迫力にすごいと思う

のです。あれは結局、本願がわれわれに呼びかけ

ている呼びかけ方だと思うのです。

　それがここでは、菩薩の仕事として、あらゆる

諸仏の世界に行って、諸仏を供養して、もうあっ

という間に全部できますよと。このように本願の

大きな世界とわれわれ凡夫の小さな世界とは、

別々なようだけれども、実は、個としてそれぞれ

あること全部を包んで無限であると同時に、一人

ひとりに無限が来ている、そういう関係にあると

表わしているのだと思うのです。

� （文責：親鸞仏教センター）

■2017年

8 / 1　人事発令（越部良一、法隆誠幸、飯島孝良が

嘱託研究員として再任）

8 / 4　ご命日のつどい

8 / 8　第104回（通算第155回）連続講座「親鸞思想

の解明」（千代田区・東京国際フォーラム）	

8 /10　第203回英訳『教行信証』研究会

8 /21　第16回「『教行信証』と善導」研究会

8 /22　第 3回「三宝としてのサンガ論」研究会

8 /28　第179回清沢満之研究会

9 / 6　第 4回「近現代『教行信証』研究」検証プロジェ

クト全体会

9 / 8　ご命日のつどい

　　　	第57回現代と親鸞の研究会「遠藤周作と井上

洋治の思索―現代日本人に南無の心に生きる喜びと

平安を届けるために―」ノートルダム清心女子大学

副学長・キリスト教文化研究所教授：山根道公氏（文

京区・親鸞仏教センター）

9 /13　第204回英訳『教行信証』研究会

9 /15　第180回清沢満之研究会

9 /17　第24回真宗大谷派教学大会（しんらん交流館）：

青柳研究員発表「伝承と己証―『教行信証』の構造

に関する研究史と曽我量深の思索―」、中村嘱託研

究員発表「證空の見仏／往生論」

9 /19　第 4回「三宝としてのサンガ論」研究会

9 /29　第17回「『教行信証』と善導」研究会

10/ 3　第105回（通算第156回）連続講座「親鸞思想

の解明」（千代田区・東京国際フォーラム）

10/13　ご命日のつどい

10/17　第 5回「三宝としてのサンガ論」研究会

10/24　第18回「『教行信証』と善導」研究会

10/27　第205回英訳『教行信証』研究会

10/30　第181回清沢満之研究会

親鸞仏教センターの動き
（2017年 8 月〜2017年10月）―抄出―
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親鸞仏教センター連続講座「親鸞思想の解明」
親鸞の生きた人生態度を、現代社会の大切な思想として掘り起こ
そうと、親鸞の思想・信念を時代社会の関心の言葉で思索し、考
え直す試みとして公開講座を行っています。

「浄土を求めさせたもの―『大無量寿経』を読む―」㊸

大悲を行じて生きる
親鸞仏教センター所長　本多 弘之

　連続講座「親鸞思想の解明」は、「浄土を求めさせ

たもの―『大無量寿経』を読む―」の第106回と第

107回が東京国際フォーラム（有楽町）で行われ、

106回では「智慧、大海のごとし」等について、107

回では「方便の力」等について、センター所長・本多

弘之が問題提起をし、有識者と一般参加者の方々との

間で活発な質疑応答がなされた。ここでは、先に行わ

れた第104回から一部を紹介する。

 （親鸞仏教センター嘱託研究員　越部 良一）

■浄土は大慈悲から生ずる
　天親菩薩の『浄土論』の中に浄土の性

しょう

功徳とい

うものがあって、「正道大慈悲　出世善
ぜん

根
ごん

生
しょう

」（『真

宗聖典』135頁、東本願寺出版、以下『聖典』）と。

つまり、浄土の性は大慈悲であって、浄土は大慈

悲によって生み出されているのだと。その言葉を

曇鸞大師が注釈して、大悲ということは、小悲や

中悲ではないのだと言っています。大悲は、如来

の慈悲であって、これは無条件の慈悲です。衆生

の分限で起こす慈悲は条件付きの慈悲です。です

から、本願の大悲は徹底的にそうした凡夫の有限

性を批判して、大悲の場所を開こうと、呼びかけ

てくる。これはなかなか凡夫にとっては信じがた

いし、受け入れがたい。

　親鸞聖人は、「一
いち

如
にょ

宝
ほう

海
かい

よりかたちをあらわし

て」（『聖典』543頁）と言っておられますが、こ

の大悲が起こるのは、如が動くという発想なので

す。真如平等や、法性平等などと言うのですけれ

ど、法の本来性、存在の本来の在り方は、平等で

あると。しかし、現実には我々はあらゆることが

違う。自我があって、他とはどうしても一緒にな

れない、そのような問題を抱えて生きている。そ

れに対して如来は、本当は平等であり、大悲が呼

びかけている世界に触れなければならないのだと

言うのです。そうでなければたすからないのだと、

こう呼びかけてくださる。宗教的要求というのは、

こうした大悲が呼びかける世界が欲しいというこ

とです。

■大悲を行ずるとは大悲を信ずること
　大慈悲ということは、如来が大慈悲であって、

凡夫から大慈悲を起こすことはできないのです。

凡夫は有限の限定された身を生きているのですか

ら、これがそのまま無限には絶対にならない。そ

れで、大慈悲が課題になっていても、我々は自力

で大慈悲に立てるわけではない。でも、無限から

は、有限を外して無限があるのではない。有限は

すべて無限の中にある。だから「大悲を行ずる」

（『聖典』247頁）ということが『教行信証』の「信

巻」にあるのですけれど、大悲を行ずるというこ

とは、凡夫が行ずるわけではない。大悲が凡夫を

通して大悲を行じようとする。

　それは、本願が行として「南無阿弥陀仏」を行

ずる。つまり、「南無阿弥陀仏」を行ずる主体は

本願なのです。凡夫が行ずると考えると、これは

小さな行になって大行ではなくなる。我々が行ず

るとすると、念仏では物足りないとか、念仏なん

かたいしたことないとか、そのような発想になっ

て、それで難行苦行してあたかも自分が無限にま

で行けると発想するけれども、有限でしかない人

間が無限には行けないのです。そのような問題を

突き詰めて、大悲を行ずるということは、大悲が
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行じてくる。大悲の本願が呼びかけてくださる行

を、我々はいただいて生きる。そのように発想し

て、現
げん

生
しょう

の利益として「常
じょう

行
ぎょう

大悲の益
やく

」（『聖典』

241頁）、常に大悲を行ずる利
り

益
やく

ということを親鸞

聖人はおっしゃるのです。

　それは、大慈悲を信ずるということです。信ず

るということが、自分に大悲が行じてくるという

ことです。そして、自分がその大悲を行じて生き

るということがあると、それが大悲に触れたいと

思う人々に自
おの

ずから伝わっていくのです。

■願海平等なるがゆえに発
ほっ

心
しん

等し
　有限な凡夫が意志をもって大悲を伝えるとか、

そのようなことはできないわけです。できないも

のをできるように思うのは間違いなのです。凡夫

であるという身において大悲をいただく。大悲の

中にあると信ずる。そうすると、そのことが有限

に苦しんでいる人々に、「ああ、大悲が自分のう

えにはたらいてくださっているのだ」という考え

方を学ぼうとする動きが起こるわけです。起こっ

てくることにおいて大悲が行ずる。このように言

うことができるのだろうと思うのです。

　つまり、大悲というものがあって、という発想で

はないのです。大悲は、はたらきとなって我々にく

るわけです。大悲がどこかにあるのではない。我々

のこの存在構造の中に、有限であることを包んで

大悲がある。大悲はそのようにして、あたかも場所、

浄土の場所のごとくにして我々にはたらいてくる。こ

ういうことが、衆生において大慈悲心を得るという

意味になるのだろうと思うのです。

　我々自身の心の本質が大慈悲心になるわけでは

ない。我々はどうしても有限性をもっている。小

さな心しかない。分別する心、計算する心、汚い

心しかないわけです。だけど、実はそこにはたら

きかけている大きな心がある。如来の本願が立ち

上がって我々を救わずにおかんと呼びかけてくだ

さる。それを親鸞聖人は「願海平等なるがゆえに

発心等し」（『聖典』242頁）とおっしゃるわけです。

� （文責：親鸞仏教センター）

■2017年
11/ 7　第106回（通算第157回）連続講座「親鸞思想
の解明」（千代田区・東京国際フォーラム）

11/ 7　第206回英訳『教行信証』研究会
11/10　ご命日のつどい	
11/14　第 6回「三宝としてのサンガ論」研究会
11/20　第19回「『教行信証』と善導」研究会
11/28　第182回清沢満之研究会
11/30　第13回研究員と読む公開講座「親鸞の浄土観—

『教行信証』の仏身仏土の巻を読む—」担当：青柳

研究員①11/30 ②12/ 7  ③12/14 ④12/21

12/ 2　第16回東アジア仏教研究会（駒澤大学大学会
館）：戸次研究員がコメンテーターとして出講

12/ 4　第207回英訳『教行信証』研究会
12/ 4　第107回（通算第158回）連続講座「親鸞思想
の解明」（千代田区・東京国際フォーラム）

12/ 8　ご命日のつどい
12/ 8　近現代『教行信証』研究検証プロジェクト「『教
行信証』研究をめぐる諸課題」大谷大学教授：三木

彰円氏（文京区・親鸞仏教センター）

12/ 8　平成29年度西山学会研究発表大会（誓願寺）：
中村嘱託研究員発表「證空の末法思想—　『自筆鈔』

／『他筆鈔』の相違に着目して」

12/13　第58回現代と親鸞の研究会「心の哲学と幸福
論」慶應義塾大学大学院システムデザイン・マネジ

メント研究科委員長、同研究科教授：前野隆司氏（文

京区・親鸞仏教センター）

12/18　第20回「『教行信証』と善導」研究会
12/19　第 7回「三宝としてのサンガ論』研究会
12/22　親鸞仏教センター報恩講
12/25　第183回清沢満之研究会

■2018年
1 / 9　第208回英訳『教行信証』研究会
1 / 9　第108回（通算第159回）連続講座「親鸞思想
の解明」（千代田区・東京国際フォーラム）

1 /11　第13回研究員と読む公開講座「清沢満之と浄
土をめぐる問い」担当：長谷川研究員① 1 /11 ②

1 /18 ③ 1 /25 ④ 2 / 1

1 /12　ご命日のつどい
1 /24　第21回「『教行信証』と善導」研究会
1 /26　第 8回「三宝としてのサンガ論』研究会
1 /30　第184回清沢満之研究会

親鸞仏教センターの動き
（2017年11月〜2018年 1 月）―抄出―
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親鸞仏教センター連続講座「親鸞思想の解明」
親鸞の生きた人生態度を、現代社会の大切な思想として掘り起こ
そうと、親鸞の思想・信念を時代社会の関心の言葉で思索し、考
え直す試みとして公開講座を行っています。

「浄土を求めさせたもの―『大無量寿経』を読む―」㊹

智慧、大海のごとし
親鸞仏教センター所長　本多 弘之

　連続講座「親鸞思想の解明」は、「浄土を求めさせた

もの―『大無量寿経』を読む―」の第108回から110回

が東京国際フォーラム（有楽町）で行われ、108回では「正

念・正観」等について、109回では「空・無相・無願三味」

等について、110回では「道の自然」等について、センター

所長・本多弘之が問題提起をし、有識者と一般参加者の

方々との間で活発な質疑応答がなされた。ここでは、先

に行われた第106回から一部を紹介する。

� （親鸞仏教センター嘱託研究員　越部 良一）

■覚
さと

るということは迷いの事実を知ること
　「智慧、大

だいかい

海のごとし」（『真宗聖典』55頁、東

本願寺出版、以下『聖典』）とありますが、親鸞

聖人は、この智慧という言葉を、仏の名号が智慧

という意味をもつという使い方もされますけれど

も、「信心の智慧」（『聖典』503頁）という言い方

もなさるのです。我々に起こる信心が智慧という

意味をもつと。いずれにしても、仏教の智慧とい

うのは、この世の智慧とは質が違う。この世の智

慧は、処世の智慧とか人生の智慧とかいう言い方

もありますけれど、この世を渡っていく方法論に

関わる智慧なのでしょう。しかし、仏教の智慧は

そうではなく、この世の迷いを翻
ひるがえ

すようなはたら

きをもった智慧です。だから、英語で言うと

knowledgeのごとき智慧ではなくて、wisdomと

いう言葉、「叡
えい

知
ち

」というように翻訳されたりし

ますが、そういう言葉が仏教の智慧に当るので

しょう。

　仏教の智慧は「菩
ぼだい

提」とも言われる。覚りです。

菩提とは目覚めですから、迷っている命から目覚

めるということは、迷いに気づくということです。

迷いに気づいて、迷っている事実をしっかり見る

ことが成り立つのが、仏教の智慧である。迷って

いる事実を知ることと菩提とは別であるという考

え方もあるのですけれど、曽我量
りょう

深
じん

先生は、迷い

の事実を知るということが覚るということなのだ

と。覚るということは、迷いの事実を知ること以

外にないのだと。このようにおっしゃいました。

　しかし、迷いの事実を本当に知ることは、凡夫

にはできないのです。迷いの事実、と言葉では言

うけれど、他人のことなら気がつくけれど、自分

が迷っているとは思わないのです。だから凡夫は

気がつかない。そこに仏陀の側から教えがきて、

教えを通して、どこまでも我々は迷い続ける人間

であると知らされていくことが、菩提を味わう道

になるのです。

　何かそういう話をすると、仏教はつまりプロセ

ス、過程でしかないのか、究極がないのかと、そ

のように返されてしまうことがあるのですけれ

ど、これがやっかいです。迷っているのだから、

覚りが開ければ、もうそれで終わりだろうと、そ

のように単純に我々は考えたい。けれども、その

ように考えて覚りを求めて、何か体験で一瞬でも

覚りのようなことを感じ取って、それで死んでし

まうなら別だけれど、それでもまだ生きている場

合はどうなのだと。覚りのままに生きていく、何

かそういうものがありそうだという思いは、苦し

んでいる側からするとないわけではないのですけ

れど、これが覚りだというように気がついた人の

自覚内容は、「ずっと迷っているのだな」と気が

つくということなのでしょう。だから、無理をし

たりしなくなるのでしょう。
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■迷いの自覚とは気づかされて歩んでいくこと
　もう一回やり直すということを繰り返さざるを

えないのは、迷っている証拠なのです。そこが難

しいところで、「悟
ご ご

後の修行」という言葉が禅の

ほうにあるのです。悟ったから終わりということ

はないと。悟ったところにまだ修行がある。修行

ということは、生きている事実には、乗りこえな

ければならない課題が常に与えられてくるという

ことです。

　ですから、迷いの自覚ということは、単なる過

程ではなくて、気がつかされて歩んでいくという

ことです。だから不思議です。「菩提」は「道
どう

」

とも翻訳する。道というのは、言うならば過程で

す。それが同時に覚りという意味をもつ。だから、

覚って終わりというのではなくて、覚りから始ま

る。他力の信心の場合も、信心から始まる。信心

で終わるのではない。そういうことが、曽我先生

が言われた「仏教には入門はあるけれど、卒業は

ないのだ」ということだと思うのです。卒業はな

いというのは、どういうことだと。迷っている側

からすると意味がわかりませんけれど、信心に触

れてみると、本願力のはたらきをいただくことと、

我々が煩悩の生活をしていくこととは、矛盾しな

がら重なっている。歩んでいくというと、過程み

たいですけれど、念々に出遇
あ

いつつ生きていくと

いうことなのです。出遇った、それでお終いでは

ない。出遇ったところから出発して、出遇いつつ

生きていく。そういうあり方を、智慧という言葉

で教えてくださるのだろうと思うのです。信心の

智慧という言葉で。

　それは、「智慧、大海のごとし」。つまり、如来

の智慧が開く世界は大海のごとくである。如来の

智慧、これは我々が尋ねようとしても、我々の分

限からは尋ねることができないほど大きな智慧で

あると。大悲が智慧という意味をもつ。つまり、

光は智慧の相
かたち

だと言われていて、阿弥陀の光は尽

十方無
む

碍
げ

光
こう

、あらゆる世界を無碍に照らすのだと。

「広大無辺
へん

際
ざい

」とも言われますけれど、そういう

世界を如来の智慧はもっていると言うのです。

� （文責：親鸞仏教センター）

■2018年
2 / 8 	 第13回研究員と読む公開講座「永遠のいのちから広

がる浄土－『法華経』を読む－」担当：戸次研究員
① 2 / 8  ② 2 /15 ③ 2 /22 ④ 3 / 1
2 / 9 	 ご命日のつどい
2 / 9 	 第109回（通算第160回）連続講座「親鸞思想の

解明」（千代田区・東京国際フォーラム）
2 /20	 第209回英訳『教行信証』研究会
2 /21	 第 9 回「三宝としてのサンガ論」研究会
2 /26	 第185回清沢満之研究会
2 /27	 第22回「『教行信証』と善導」研究会「『愚禿鈔』

における『観経疏』三心釈の推究」大谷大学講師：藤元
雅文氏（文京区・親鸞仏教センター）
3 / 9 	 ご命日のつどい
3 / 9 	 第110回（通算第161回）連続講座「親鸞思想の

解明」（千代田区・東京国際フォーラム）
3 /12	 第210回英訳『教行信証』研究会
3 /13	 第186回清沢満之研究会
3 /15	 第10回「三宝としてのサンガ論」研究会「仏教

サンガとはなにか」花園大学文学部教授：佐々木閑氏（文
京区・親鸞仏教センター）
3 /26	 第23回「『教行信証』と善導」研究会
3 /27	 第 4 回清沢満之研究交流会（精神主義とその時代）
〈研究発表〉「哲学者・清沢満之と「精神主義」という経験
――近年の研究動向をふまえつつ」真宗大谷派教学研究所
研究員：名和達宣氏、「高山樗牛・姉崎正治の〈憧憬〉と宗
教意識――清沢満之「精神主義」との比較を通じて」国立
国会図書館司書：長尾宗典氏、「明治宗教哲学における「立
脚地」探求の諸相――清沢満之、綱島梁川、西田幾多郎」
日独文化研究所事務局長：水野友晴氏、〈コメンテーター〉
大谷大学文学部教授：福島栄寿氏、〈司会〉親鸞仏教センター
研究員：長谷川琢哉（文京区・求道会館）
4 / 3 	 第 1 回（通算49回）『尊号真像銘文』研究会
4 / 4 	 第 6 回「近現代『教行信証』研究」検証プロジェ

クト全体会
4 /13	 ご命日のつどい
4 /16	 第11回「三宝としてのサンガ論」研究会
4 /20	 第211回英訳『教行信証』研究会
4 /23	 第187回清沢満之研究会
4 /24	 第24回「『教行信証』と善導」研究会
4 /25	 第15回親鸞仏教センターのつどい〈記念講演〉「イ

スラームは、なぜ誤解されるのか？」同志社大学大学院
グローバル・スタディーズ研究科教授：内藤正典氏、「他
宗教との対話の方向性」親鸞仏教センター所長：本多弘
之（千代田区・学士会館）

掲載論文
3月　『井上円了センター年報』vol.26

長谷川研究員「井上円了における『仏教』・『宗教』・
『道徳』・『哲学』ー明治中期の道徳教育をめぐる論
争を背景としてー」

『宗教哲学研究』第35号
長谷川研究員「〈書評〉高田信良『宗教としての仏教』」

親鸞仏教センターの動き
（2018年 2 月〜2018年 4 月）―抄出―
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親鸞仏教センター連続講座「親鸞思想の解明」
親鸞の生きた人生態度を、現代社会の大切な思想として掘り起こ
そうと、親鸞の思想・信念を時代社会の関心の言葉で思索し、考
え直す試みとして公開講座を行っています。

「浄土を求めさせたもの―『大無量寿経』を読む―」㊺

人間に死ぬということ
親鸞仏教センター所長　本多 弘之

　連続講座「親鸞思想の解明」は、「浄土を求めさせた

もの―『大無量寿経』を読む―」の第１１１回と１１２回が
ビジョンセンター東京（八重洲南口）で行われ、１１１回
では「横

よこさま
に五悪趣を截

き
り」等について、１１２回では

「銭
せんざい
財を憂う」等について、センター所長・本多弘之

が問題提起をし、有識者と一般参加者の方々との間
で活発な質疑応答がなされた。ここでは、先に行われ
た第１０９回から一部を紹介する。
� （親鸞仏教センター嘱託研究員　越部 良一）

■人間に死んで本願力に甦
よみがえ

る
　私は本当にびっくりする言葉に出遇

あ

ったのです

けれど、それは安田理深先生が亡くなる前に、福

井のほうで、門徒で熱心な農家の家とかで講義を

しておられたのですけれど、その時に語っておら

れる言葉の中に、浄土の功徳に遇うということは、

それは死んでから遇うのではないのだと。凡夫で

あるところに、浄土の功徳に遇えるのだと。だか

ら、親鸞聖人は、『入出二門偈』で、「凡
ぼん ぐ

愚遇
もうお

うて

空
むな

しく過ぐる者なし」（『真宗聖典』461頁、東本

願寺出版）と、凡愚が不
ふ こ さ

虚作住
じゅうじ

持功
く

徳
どく

に遇うのだ

と書いておられる。本願力に遇うことができると

いうことが、人間の最後なのだと。そういう意味

を与えられるのだと。浄土に生まれるということ

は、人間が死ぬことである。浄土に生まれること

によって新しい命が与えられる。それはどこで起

こるかというと、「信の一念」である。信の一念

において、人間に死ぬ。そして阿弥陀の力に甦
よみがえ

る

のだと。こういうことを安田先生はおっしゃって

いるのです。それが『無量寿経』が語ろうとする

往生なのだと。

　往生するということは死ぬことだと、一旦はそ

う言いながら、死ぬことというのは人間に死ぬこ

とだと。そして本願力に甦る。本願力に遇うとい

うことは、人間の終わりなのだと。これが本当に

いただけるということが、信心を得るということ

なのだと。

　なるほどなあと。人間に死ぬことなのだ。人間

に諦
あきら

めがつかないで我々はうろうろしている。諦

めがつかないものだから本願力に帰することがで

きない。人間の努力で何とかなるのではないかと、

いつまででも思い続ける。そうすると、死んでか

らでしか往けないということになるわけです。死

んでからでしか往けないと考えてしまうのは、本

願力を信じてない証拠なのだと。自力で往生でき

ることもある。でも自力で往生できるのは、方便

化身土である。自力が残っていては死んだことに

ならない。だから、身が死んだ時に、初めて方便

化身土に往ける。

　そういう往生が本願の目的ではない。本願が目

的とするのは、凡夫である。凡夫に浄土の功徳を

与えたい。そういうことが『無量寿経』が語ろう

とする「南無阿弥陀仏」なのだと。それに出遇っ

たのが親鸞聖人である。こういうふうに語ってく

ださっているのです。すごい講義だと思います。

なかなかそこまで読み込むことは容易なことでは

ない。

■南無阿弥陀仏で人間の終わりに出遇う
　あたかも金銀財宝があるが如き場所が浄土です

よと。浄土を荘厳するというのは、そういう形で、

この世に似せて語るわけです。しかし、この世の
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ようにあるわけではない。でも、その限界を凡夫

はよくわからない。この世のようにあるのだと

思って欲望につかれて往けるかと思う。金銀財宝

が山のようにありますよと。ああ、そうか、そう

いう場所かと、単純にそう思って浄土に往きたい

と思っても、浄土に往きたい心が欲ですから、単

なる欲では往けないよと言われてしまうわけで

す。本当の純粋な清浄な意欲に触れて初めて往く

ことができる。凡夫のままでは浄土には触れられ

ない。だから安田先生が言うように、人間の最後

だと。人間の最後に触れて、人間に死んで、初め

て生まれることができるのが浄土だと。でも、人

間に死ぬということは、凡夫に死ぬということな

のだと。凡夫の終わりが信の一念だと。だから本

願力に触れた途端に人間の意味が変えられる。そ

ういうことに出遇うのが「南無阿弥陀仏」なのだ

と。南無阿弥陀仏で人間の終わりに出遇う。こう

いうふうにいただくわけです。だからどれだけ煩

悩があろうと、その煩悩をさまたげとしない。そ

の煩悩に死ぬのだと。そういうことが起こるのが

南無阿弥陀仏なのだと。

　他方仏土の菩薩、他方国土の衆生であっても、

我が光があたったならば、どのような衆生であろ

うとも我が力を与えようと。こういう誓いが

四十八願の中に繰り返して出てくるわけです。そ

ういう形で、浄土に生まれたらいただける功徳と

思っていたら、何のことはない。穢
え

土
ど

に居ても浄

土の功徳が来る。浄土の功徳に触れる、阿弥陀の

大悲の光に触れるのだと。我々がどれだけ暗い心

でいようと、心が晴れるのだと。自分は力は足り

ない、体力も足りない、だからだめだというふう

に考えて落ち込んでいる人間に、「そうではない

のだよ」と。どれだけお前に力が足りなくてもわ

しが助けてやるのだと。こういう大悲が来る。「南

無阿弥陀仏」といただくところに、大きなはたら

きが感じられて、このままで人生を尽くしていけ

るのだと、無駄なものはないのだと、そういう眼

が開けるのだと言うのです。

� （文責：親鸞仏教センター）

■2018年
5 / 7 	 第 2 回（通算50回）『尊号真像銘文』研究会
5 / 8 	 第212回英訳『教行信証』研究会
5 /11	 ご命日のつどい
5 /13	 第10回東アジア文化交渉学会（香港城市大学）：長谷

川研究員発表「井上円了における〈西洋〉および〈東洋〉哲
学の受容とその展開」
5 /14	 第111回（通算第162回）連続講座「親鸞思想の解明」（中

央区・ビジョンセンター東京）
5 /15	 第18回研究交流サロン「「オリエンタリズム」再考」

日仏東洋学会代表幹事：彌永信美氏（文京区・親鸞仏教セン
ター）
5 /21	 第25回「『教行信証』と善導」研究会
5 /22	 第12回「三宝としてのサンガ論」研究会
5 /28	 第188回清沢満之研究会
6 / 1 	 第19回研究交流サロン「「宗教」概念を考える―近代

日本における「宗教」としての仏教の生成―」東北大学大学
院国際文化研究科准教授：オリオン・クラウタウ氏、立命館
大学非常勤講師：大平浩史氏（文京区・親鸞仏教センター）
6 / 4 	 第 3 回（通算51回）『尊号真像銘文』研究会
6 / 8 	 ご命日のつどい
6 /12	 第14回新潟親鸞学会（新発田市・長徳寺）：長谷川研

究員発表「井上円了の「仏教」概念の構築―19世紀の思想史
的状況を背景として―」
6 /13	 親鸞仏教センター臘扇忌・鸞音忌法要
6 /14	 第 7 回「近現代『教行信証』研究」検証プロジェク

ト全体会議
6 /15	 第189回清沢満之研究会「「他力門哲学骸骨試稿」に

学ぶ―研究の方向性―」大谷大学短期大学部専任講師：西本
祐攝氏（文京区・親鸞仏教センター）
6 /18	 第112回（通算第163回）連続講座「親鸞思想の解明」（中

央区・ビジョンセンター東京）
6 /20	 第59回現代と親鸞の研究会「親鸞思想に立脚した憲

法的刑法学を求めて―本願法学への歩みと現在―」名古屋大
学名誉教授・中京大学名誉教授：平川宗信氏（文京区・親鸞
仏教センター）
6 /25	 第13回「三宝としてのサンガ論」研究会
6 /26	 第213回英訳『教行信証』研究会
6 /29	 第26回「『教行信証』と善導」研究会
7 / 1 	 第25回真宗大谷派教学大会（大谷大学）：青柳研究員

発表「親鸞と他者―「諸仏」を鍵語として―」、戸次研究員発
表「仏道における「事」の探究―中国における戒律受容の㆒
側面―」、中村研究員発表「「㆒向他力」の主張とその波紋―
證空・良遍とその系譜に着目して」
7 /17	 第214回英訳『教行信証』研究会
7 /20	 ご命日のつどい
　　	 第14回「三宝としてのサンガ論」研究会
7 /23	 第113回（通算第164回）連続講座「親鸞思想の解明」（中

央区・ビジョンセンター東京）
7 /24	 第 4 回（通算52回）『尊号真像銘文』研究会
7 /27	 第190回清沢満之研究会
7 /30	 第27回「『教行信証』と善導」研究会

掲載論文
5月　『近代仏教』第25号

長谷川研究員「真理と機ー仏教因果説論争から見る清沢
満之の思想と信仰ー」

6 月　『佛教史學硏究』第60巻 第 1 号
長谷川研究員「〈書評〉山本伸裕・碧海寿広編『清沢満之
と近代日本』」

親鸞仏教センターの動き
（2018年 5 月〜2018年 7 月）―抄出―
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親鸞仏教センター連続講座「親鸞思想の解明」
親鸞の生きた人生態度を、現代社会の大切な思想として掘り起こ
そうと、親鸞の思想・信念を時代社会の関心の言葉で思索し、考
え直す試みとして公開講座を行っています。

「浄土を求めさせたもの―『大無量寿経』を読む―」㊻

一念の事実
親鸞仏教センター所長　本多 弘之

　連続講座「親鸞思想の解明」は、「浄土を求めさせ

たもの―『大無量寿経』を読む―」の第１１３回と１１４

回がビジョンセンター東京（八重洲南口）で、１１５回

が東京国際フォーラム（有楽町）で行われ、センター

所長・本多弘之が問題提起をし、有識者と一般参加者

の方々との間で活発な質疑応答がなされた。ここでは、

先に行われた第１１１回から一部を紹介する。

（親鸞仏教センター嘱託研究員　越部 良一）

■徹底して真実信心に立つ
　『無量寿経』に「必ず超絶して去ること得て、

安
あん

養
にょう

国
こく

に往生せよ。横
よこさま

に五悪趣を截
き

りて、悪趣

自
じ

然
ねん

に閉じん」（『真宗聖典』57頁、東本願寺出版、

以下『聖典』）とあります。親鸞はこれを正信偈

で「獲
ぎゃく

信
しん

見
けん

敬
きょう

大
だい

慶
きょう

喜
き

　即
そく

横
おう

超
ちょう

截
ぜつ

五
ご

悪
あく

趣
しゅ

」（『聖典』

205頁）とおっしゃるのです。獲
ぎゃくとく

得信心が成り立

つなら大慶喜が与えられる。大慶喜が与えられる

ということは、実は、横さまに五悪趣を截るのだ

と。

　「大慶喜」と親鸞聖人がおっしゃっていること

は、死ななければ慶喜できないという話ではない

はずです。「化身土巻」で、念仏しているのだけ

れど自力だという問題を親鸞聖人は第二十願で読

み込まれるわけですが、その雑心なる自力の念仏

には大慶喜がないと押さえるのです。本願を信じ

たと言うけれど、何かもやもやして一向にたす

かっていない。死んでからたすかるという話をし

ているから、生きている間はもやもやしていてよ

いのだと逃げているわけです。それを親鸞聖人は

徹底して真実信心に立つとおっしゃるわけです。

安養国に往生して横さまに五悪趣を截ることが成

り立つのは、信心という事実において成り立つの

だと。真実信心に立つということは容易なことで

はない。しかし、親鸞聖人は真実信心に立って、

そして本願念仏を仏教の極意だとおっしゃって生

き抜かれたわけです。だから親鸞聖人の教えに触

れようとするなら、やはりそういう親鸞聖人が為

した大切な課題にどこかで我々自身も触れていき

たいということがないといけないと思うのです。

■前念命
みょうじゅう

終後念即
そく

生
しょう

　我々は相変わらずの凡夫です。にもかかわらず

流転輪
りん

廻
ね

の命を截るのだと。本願力が截るので自

分で截るのではない。我々は、自分で超えたり、

自分で截ったりしなければいけないと思ってい

る。それを親鸞聖人は竪
たてがた

形の発想だと言うわけで

す。自力の発想だと。本願他力を信ずるというこ

とは、横
よこ

に截られることをいただくのだと。横に

截られるということは、凡夫であることを止
や

める

必要はない。凡夫の生活のままに大悲の本願の光

の中にあることを信ずる。矛盾しないわけですよ、

凡夫の命と。

　凡夫の命でありながら、五悪趣を截るとはどう

いうことだろうと考えたらさっぱりわからない。

そういう構造をどういうふうに表現したらよいか

というときに、大変難しい問題が絡
から

む。「前念命

終　後念即生」という善導大師の言葉を、「本願

を信受するは、前念命終なり。即得往生は、後念

即生なり」（『聖典』430頁）と親鸞は言っている

のです。それを曽我量深先生は、前念と後念とい

うけれども、前念から後念へという念自身は一念
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なのだと。二念ではない、一念の前後だと。それ

は、凡夫であることと光に遇
あ

って五悪趣を横さま

に截っていただくこととがどういう関係か言おう

とすると、前念に死んで後念に生きる、妄念の自

己に死んで本願の主体に生きるということは一念

なのだと。前念命終後念即生が一念の事実の内容

だと。「南無阿弥陀仏」の中に凡夫がそのまま往

生するという事実を与えていただけるのだと。

■念々に妄念に死んで新しい命に甦る
　凡夫の自我を依り処とする発想から、本願力を

依り処とする、転換する。転換したら終わりでな

くて、転換するという一念は常に一念なのですよ。

往生という事実は、本願力によって成り立つ生の

転換を、新しい生に生まれると表現したわけです。

だから、それは念々に生まれているわけです。念々

に生命が生きているが如くに、念々に妄念に死ん

で新しい命に甦
よみがえ

るという事実がずっと続くわけで

す。そういうことが、親鸞聖人がいただいた、信

の一念の内容としての「願生彼国、即得往生、住

不退転」（『聖典』44頁）という本願成就文のいた

だき方ではないかと思うのです。

　そこには自分というものはないわけです。自分

があってやっているわけではない。生命体の血液

のはたらき一つをとっても自我がやっているわけ

ではない。生命が生きているということは、もう

どんどんとにかく栄養を取り込みながら新しい自

己になりつつ生きているわけでしょう。一時とし

て止まらない。生命というものは、変わりつつ変

わらない。どうしてそうなっているかと言ってみ

ても、そういうものなのですから。こんな不思議

なことは生命でしか成り立たない。それを譬
ひ

喩
ゆ

に

使えば、この自我の命に死んで本願力の命に甦る

ことが念々に起こることは何の矛盾もないわけで

す。新しい自己になりつつ生きていくわけです。

なりつつと言うと、だんだんにというふうに、過

程的プロセスではないかと考えてしまうけれど、

そうではない。一念の事実の中に宗教的な事実を

いただいて生きていくということなのです。

� （文責：親鸞仏教センター）

■2018年
8 / 7 	 第 5回（通算53回）『尊号真像銘文』研究会

8 /10	 ご命日のつどい

8 /11	 東アジア人文フォーラム（北京大学）：長谷

川研究員発表「井上円了における進化論哲学の受容」

8 /20	 第215回英訳『教行信証』研究会

	 第114回（通算第165回）連続講座「親鸞思

想の解明」（中央区・ビジョンセンター東京）

8 /21	 第15回「三宝としてのサンガ論」研究会

8 /27	 第191回清沢満之研究会

8 /30	 第28回「『教行信証』と善導」研究会

9 / 1 、 2　 第69回日本印度学仏教学会（東洋大学）：

青柳研究員発表「智昇と三階教」、中村研究員発表「證

空の末法思想―『自筆鈔』／『他筆鈔』の相違に着

目して」、長谷川研究員パネル発表「「大乗仏教」と

いう言説形成―井上円了と19世紀のグローバルな宗

教思潮」

9 / 8 、 9　 第77回日本宗教学会（大谷大学）：長谷

川研究員パネル発表「井上円了における「哲学」概

念の再考―「哲学宗」を中心にして―」、飯島研究

員パネル発表「禅・華厳と日本主義―市川白弦と紀

平正美の比較分析を通して―」

9 /13	 第29回「『教行信証』と善導」研究会

9 /14	 ご命日のつどい 

	 第16回「三宝としてのサンガ論」研究会

9 /19	 第 6 回（通算54回）『尊号真像銘文』研究会

9 /25	 第216回英訳『教行信証』研究会

9 /26	 第192回清沢満之研究会

10/ 1 	 第115回（通算第166回）連続講座「親鸞思

想の解明」（千代田区・東京国際フォーラム）

10/12	 ご命日のつどい

	 第 8 回「近現代『教行信証』研究」検証プ

ロジェクト全体会

10/15	 第30回「『教行信証』と善導」研究会

10/16	 第60回現代と親鸞の研究会「21世紀の贈与

論」立教大学客員教授：平川克美氏（文京区・親鸞

仏教センター）

10/17	 第17回「三宝としてのサンガ論」研究会

10/23	 第193回清沢満之研究会

10/29	 第217回英訳『教行信証』研究会

10/30	 第 7 回（通算55回）『尊号真像銘文』研究会

親鸞仏教センターの動き
（2018年 8 月〜2018年10月）―抄出―
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親鸞仏教センター連続講座「親鸞思想の解明」
親鸞の生きた人生態度を、現代社会の大切な思想として掘り起こ
そうと、親鸞の思想・信念を時代社会の関心の言葉で思索し、考
え直す試みとして公開講座を行っています。

「浄土を求めさせたもの―『大無量寿経』を読む―」㊼

別離久しく長し
親鸞仏教センター所長　本多 弘之

　連続講座「親鸞思想の解明」は、「浄土を求めさせ

たもの—『大無量寿経』を読む—」の第116回から

118回が東京国際フォーラム（有楽町）で行われ、セ

ンター所長・本多弘之が問題提起をし、有識者と一般

参加者の方々との間で活発な質疑応答がなされた。こ

こでは、先に行われた第114回から一部を紹介する。

（親鸞仏教センター嘱託研究員　越部 良一）

■「会い見ること期なし」
　「窈

よう

窈
よう

冥
みょう

冥
みょう

として別離久しく長し」（『真宗聖典』

60頁、東本願寺出版）。「窈」というのは、かすか

であると。「冥」は暗いという意味です。光が入

らないような状態で、ほとんど眼のはたらきが役

に立たないような在り方。こういう字を重ねて、

我々が過去のこと、未来のことを見通そうとする

ときに、ほとんどわからないのだと。そういう在

り方の中で、「別離久しく長し」。人と人との間柄

は、ちょっと現在だけ親しくしていたり、あるい

は過去からずっと一緒に生きてきたというような

感覚がある。そういう中で亡くなっていった場合、

どこへ行ったのかわからない。「道路同じからず

して会
あ

い見ること期
ご

なし」（同上）。一緒に生きて

いるように見えるけれども、ちがう道を歩いてい

る。だから、いつになったら会えるのか。「甚
はなは

だ

難
かた

し、甚だ難し。また相値
あ

うことを得んや」（同上）。

たとえ会ったとしても、もう一度会うことはほと

んどできないと。

■本当に生きた人に遇いたい
　私どもはこうして生きているけれど、生きてい

ることの意味、生きることの本当の喜びを求める。

本当に自分で自分に納得できるようなものに出遇
あ

うとはどういうことなのかと。こういうときに、

やはり我々が求めるのは、本当に生きた人がいた

ら、その人に遇いたいと。人間は、本当に生きる

ことを教えてくれる生きざまをする人を求めてい

るのだと思うのです。

　そうした不思議な思いを私も青年期にもって、

本当にそういう人がいるのだろうかと求めてみた

けれども、それが見えない。本当に生きるという

ことを生きている人が見えない。そういう思いが

あって、結局、仏陀というような理想像がもしあっ

て、それを本当に求めて生きている人がいるなら

という思いで京都へ行ったのです。今ごろになっ

て、ああ、そういう要求があって行ったのかと思

うのですけれども。

　そうして出遇うことができた。出遇うことがで

きたその人は、実は、本当に仏道を求めて生きた

人を求めた人であった。その人がまた先に求めた

人をモデルとして生きようとして、それがまた

次々に人を呼び寄せて、人を生み出してくる。

　それは結局、人を求めるように見えるけれど、

人ではなくて、人を生かしめている真理性、「ダ

ルマ」と言われる法があって、その法を求めて、

法を生きようとする。つまり、本当の命を与えて

くれるものを求める。そういうことが人間として

生きるということには常に与えられているのかな

と思うのです。人間を超えたものがあって、それ

を信ずる。

　けれども、実際は、例えばキリスト教であれば、

イエスという人が現れて、教学ができるけれども、
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そのイエス像を求める。そういうことが生きたキ

リスト教を常に新しく新しく生かしめている。仏

教であれば、お釈迦さまが苦悩して求めた、その

姿を求める。お釈迦さま自身が人に依
よ

るな、法を

生きよと、こう遺言したと言われている。しかし

法、ダルマを求めると言うけれど、ダルマそのも

のは、そのダルマと称される真理性を信じてそれ

を生きた人を通してはたらく。本当にこの窈窈冥

冥として何も見えない命を生きているにもかかわ

らず、そういう命を共に生きている中に、真理を

求めて歩んだ人が灯火のように現れる。あとから

行く者は、そういう者との出遇いを深く求めて歩

んで行く。こういうことが説得力をもって教えと

なり経典ともなり、そして新しく人を生みだして

くるのではないかと思うのです。

■「何ぞ衆事を棄てざらん」
　ですから、「何ぞ衆

しゅ

事
じ

を棄
す

てざらん」（同上）と。

人間がこの世を生きているときには、何を生きて

いるかわからないけれど、とにかくその場で興味

を引かれるものに夢中になってしまう。そういう

ことが「衆事」という言葉で言われてくるのでしょ

う。命が生きているということは、状況と共に生

きていますから、その状況に埋没して状況によっ

て動かされて生きてしまう。そういう在り方が「窈

窈冥冥」という在り方になっているわけです。結

局、何を生きてきたのかわからない。これから先

もどうなっていくのかわからない。そういう在り

方に対して、なぜそういう在り方を脱出しようと

思わないのかと、こういう呼びかけです。

　『無量寿経』のこのいわゆる「三毒段」に入っ

てからの文章は、この世の在り方、人間が迷い苦

しみ、そして苦悩の命を増幅していくことを描い

ているけれども、その中に何か求めざるを得ない

のだということを教えようとしている。こういう

ことがうかがわれます。

（文責：親鸞仏教センター）

■2018年
11/ 2 	 龍谷大学アジア仏教文化研究センター2018年度

国際ワークショップ「日本仏教と西洋/世界の19世紀」（京
都市・龍谷大学）：長谷川研究員発表 「受容と抵抗―井上
円了と欧米の東洋学・仏教学―」

11/ 6 	 第116回（通算第167回）連続講座「親鸞思想の
解明」（千代田区・東京国際フォーラム）

11/ 9 	 ご命日のつどい
11/12	 第194回清沢満之研究会
11/16	 第 8 回（通算56回）『尊号真像銘文』研究会
11/19	 第18回「三宝としてのサンガ論」研究会
11/20	 第218回英訳『教行信証』研究会「『教行信証』「証

巻」における法身の「意志」問題――鈴木大拙の解釈を
中心に――」早稲田大学大学院非常勤講師・大正大学非
常勤講師：ステファン P. グレイス氏（文京区・親鸞仏
教センター）

11/27	 御正忌報恩講讃仰講演会（しんらん交流館）講師：
本多所長

11/30	 第31回「『教行信証』と善導」研究会・第 9 回（通
算57回）『尊号真像銘文』研究会（合同開催）「鎌倉仏家
の注釈活動―親鸞遺文を通して―」東京女子大学名誉教
授：金子彰氏（文京区・親鸞仏教センター）

12/ 3 	 第219回英訳『教行信証』研究会
12/ 4 	 第19回「三宝としてのサンガ論」研究会

	 第117回（通算第168回）連続講座「親鸞思想の
解明」（千代田区・東京国際フォーラム）

12/ 6 	 第14回研究員と学ぶ公開講座「仏法が伝承され
る歴史空間―第一結集と『大智度論』―」担当：戸次研
究員①12/ 6 ②12/13③12/20④12/27

12/ 8 	 井上円了研究センター第 1 回合宿研究会（熱海
市・東洋大学熱海研究センター）：長谷川研究員発表「井
上円了と清沢満之における欧米の仏教学・東洋学の受容」

12/14	 ご命日のつどい・親鸞仏教センター報恩講
12/16	 吉田久一基金研究プロジェクト「仏教思想を中

心とした日本近代思想史の再考」第 7 回研究会（京都市・
日独文化研究所）：長谷川研究員発表「「大乗」仏教の哲
学的再構築―近代仏教における井上円了の位置づけ―」

12/17	 第32回「『教行信証』と善導」研究会
12/18	 第195回清沢満之研究会
12/25	 第10回『尊号真像銘文』研究会
12/26	 山陽教区聖教学習会（姫路船場別院）講師：戸

次研究員

■2019年
1 / 9 	 第118回（通算第169回）連続講座「親鸞思想の

解明」（千代田区・東京国際フォーラム）
1 /10	 第14回研究員と学ぶ公開講座「教育者としての

井上円了・清沢満之」担当：長谷川研究員① 1 /10②
1 /17③ 1 /24④ 1 /31

1 /11	 ご命日のつどい
	 近現代『教行信証』研究検証プロジェクト「真

宗学の〈解釈と方法〉をめぐる課題」龍谷大学教授：杉
岡孝紀氏（文京区・親鸞仏教センター）
1 /21	 第33回 「『教行信証』 と善導」 研究会
1 /22	 第20回「三宝としてのサンガ論」研究会「ジャ

イナ教の信仰と生活」東京大学大学院助教：河﨑豊氏（文
京区・親鸞仏教センター）
1 /23	 第220回英訳『教行信証』研究会
1 /28	 第11回『尊号真像銘文』研究会
1 /29	 第196回清沢満之研究会

親鸞仏教センターの動き
（2018年11月〜2019年 1 月）―抄出―
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親鸞仏教センター連続講座「親鸞思想の解明」
親鸞の生きた人生態度を、現代社会の大切な思想として掘り起こ
そうと、親鸞の思想・信念を時代社会の関心の言葉で思索し、考
え直す試みとして公開講座を行っています。

「浄土を求めさせたもの―『大無量寿経』を読む―」㊽

願生、即ち得生
親鸞仏教センター所長　本多 弘之

　連続講座「親鸞思想の解明」は、「浄土を求めさせ

たもの—『大無量寿経』を読む—」の第119回と120

回が東京国際フォーラム（有楽町）で行われ、センター

所長・本多弘之が問題提起をし、有識者と一般参加者

の方々との間で活発な質疑応答がなされた。ここでは、

先に行われた第117回から一部を紹介する。

（親鸞仏教センター嘱託研究員　越部 良一）

■一念に「断」が成り立つ
　「それ心を至して安楽国に生まれんと願ずるこ
とある者は智慧明

みょう

達
だつ

し功徳殊勝なることを得べ
し」（『真宗聖典』63頁、東本願寺出版、以下『聖
典』）。この『無量寿経』の言葉を親鸞聖人は『教
行信証』の「信巻」に引用しておられます。それ
は『聖典』では245頁の「真仏弟子」のご自釈の
後です。これはどういう文脈かと言いますと、
239頁を見ていただきますと、後ろから 5 行目、

「諸
あら

有
ゆる

衆生、その名号を聞きて、信心歓喜せんこと、
乃
ない

至
し

一念せん。至
し

心
しん

回
え

向
こう

したまえり。かの国に生
まれんと願ずれば、すなわち往生を得

え

、不退転に
住せん」。これは本願成就の文です。ここに信の
一念ということが出てくるわけですけれども、こ
のすぐ前のご自釈で、「「一念」は、これ信

しん

楽
ぎょう

開
かい

発
ほつ

の時
じ

剋
こく

の極
ごく

促
そく

を顕
あらわ

し、広大難思の慶
きょう

心
しん

を彰
あらわ

すなり」
と。信楽が開発されるときの時剋、これは極促だ
と。つまり念々の今だと。今が今に連続するよう
な今、これは次の時を待たない。過去と未来を包
んだ今。この今、我々が出遇

あ

っているこの今の会
え

座
ざ

なり、この今の時に利益を得る。「広大難思の
慶心」、出遇った無上功徳の喜びを、今、味わう。
こういうことが押さえられています。
　その一念の内容が展開されてきて、「横

おう

超
ちょう

断
だん

四
し

流
る

」と言われてくる。我々の流転の命、過去が現
在に来たり、現在が未来に行くというふうに感じ
られる現在は、流転の現在。それを断つと。自分
で断つのではない、横ざまに断たれる。本願力に
よって断たれると。『聖典』の243頁のご自釈です
が、「一念須

しゅ

臾
ゆ

の傾
あいだ

に速
すみ

やかに疾
と

く無上正真道を
超証す、かるがゆえに「横超」と曰

い

うなり」と。「一
念須臾」、今です。横ざまに来たるものに出遇う。
光に遇うということを親鸞聖人は強く一念という
ところに押さえようとなさる。そこに、横超、超
証と、超えると繰り返し言われるわけです。我々
が自分で自分を超えた世界、有限の世界から無限
の世界へ超越するのでない。横超の本願力である。
その横超のはたらきを信ずるなら、そこに願成就
の一念が成り立つ。そのことが五悪趣を截

き

る、六
道流転を超える。
　我々はいつまでも流転の中にいるではないか、
だから生きているうちは駄目だ、死んでからしか
行けないのではないか、などと考える浄土教もあ
るわけです。そういう浄土教は親鸞の浄土教では
ない。それが、244頁の 2 行目のご自釈、「「断」
と言うは、往相の一心を発起するがゆえに、生

しょう

と
して当

まさ

に受くべき生なし。趣
しゅ

としてまた到るべき
趣なし。すでに六趣・四生、因亡じ果滅す。かる
がゆえにすなわち頓

とん

に三
さん

有
ぬ

の生
しょう

死
じ

を断絶す」。「断」
と言えるのは、それまでの苦悩の人生、流転の人
生、闇の人生が完全に断たれるという事件が起こ
る、本願力との出遇いなのだ。それが往相の一心
である。一心に一念、本当の今が与えられること
があるなら、そこに断が成り立つのだと。本願力
のはたらきを信ずることにおいて完全に生死が超
えられる。こういうすごいことをおっしゃるわけ
です。

親鸞仏教センター通信	 第69号� Jun. 20192



■生死と涅槃との分水嶺に立つ
　行にたまわった信心は無上功徳だと。無上功徳
の内実とは、今、迷いの人生がここで超えられる
のだと。名号に遇って闇が破られて願が満たされ
る、こう信ずる。そういうことにおいて成り立つ
ものが真仏弟子である。そのご自釈で、「この信・
行に由

よ

って、必ず大涅槃を超証すべきがゆえに、
「真仏弟子」と曰う」（『聖典』245頁）と。大涅槃
を超証する。この超証は横超です。横超の超越を
いただくことが真仏弟子なのだと。
　そのことにおいて、「それ至心ありて安楽国に
生まれんと願ずれば、智慧明らかに達し、功徳殊
勝を得べし」（同上）と、先ほどの『無量寿経』
の言葉を引用される。願生すればそういう功徳が
起こるのだと。この願生は、先ほどの本願成就文
の「願生彼国　即得往生　住不退転」の願生です。
願生は即ち得生、「願生彼国　即得往生」という
事実に出遇う。出遇わしめる原理が至心回向です。
至心回向を受けるなら、「願生得生　住不退転」。
住不退転という利益が願生者に与えられる。この
至心回向は如来のお心だと。如来の至心が「南無
阿弥陀仏」として呼びかけてくださっているのだ
と。「我が名を称えよ、我が名を念ぜよ」と。そ
ういうふうにして我々を包んで止まない大悲の願
心に触れるという事実、それが信の一念に立つと
いうことだと。願生すれば得生する。願生の位

くらい

と
得生の位は時が別ではありませんから、それが一
念の内容です。それは「前念命

みょう

終
じゅう

　後念即
そく

生
しょう

」、
前の念に死んで後の念に生まれかわる。常に今、
念々に南無阿弥陀仏と共に流転の命が本願の命に
よみがえる。そういう事実を我々は生きていく。
信の一念に過去と未来を包む。そういうように本
願と値

ち

遇
ぐう

する。
　信の一念をいただくということは、本願力に出
遇うことにおいて横超断四流、つまり迷いの命が
断たれるような、生死と涅槃との分

ぶん

水
すい

嶺
れい

に立つこ
とができるのだと。自分で立つわけではない。横
超の本願力によって分水嶺に立つことが成り立つ
と言うのです。

（文責：親鸞仏教センター）

■2019年
2 / 1 	 第119回（通算第170回）連続講座「親鸞思
想の解明」（千代田区・東京国際フォーラム）
2 / 7 	 第14回研究員と学ぶ公開講座「親鸞が語る
曇鸞―『高僧和讃』を中心にして―」担当：青柳研
究員　① 2 / 7  ② 2 /14 ③ 2 /21 ④ 2 /28
2 / 8 	 ご命日のつどい

	 第21回「三宝としてのサンガ論」研究会
2 /14	 第197回清沢満之研究会
2 /15	 第34回「『教行信証』と善導」研究会
2 /16　　日仏東洋学会シンポジウム（日仏会館）：〈司
会〉飯島研究員
2 /21	 第12回『尊号真像銘文』研究会

	 山陽教区聖教学習会（姫路船場別院）：〈講師〉
戸次研究員
2 /22	 第221回英訳『教行信証』研究会
2 /25	 第 9 回近現代『教行信証』研究検証プロジェ
クト全体会
3 / 1 	 第120回（通算第171回）連続講座「親鸞思
想の解明」（千代田区・東京国際フォーラム）
3 / 4 	 第 5 回清沢満之研究交流会　共通テーマ「井
上円了と清沢満之」〈副題〉「仏教の近代化と「哲学」」
親鸞仏教センター研究員：長谷川琢哉、「宗教と信
の問題を焦点として」國學院大学研究開発推進機構
准教授：星野靖二氏、「絶対・相対の関係と『大乗
起信論』」専修大学ネットワーク情報学部特任教授：
佐藤厚氏、〈コメンテーター〉天理大学人間学部教授：
岡田正彦氏、〈司会〉真宗大谷派教学研究所研究員：
名和達宣氏（文京区・求道会館）
3 / 7 	 第222回英訳『教行信証』研究会
3 / 8 	 ご命日のつどい

	 第22回「三宝としてのサンガ論」研究会
3 /13	 第13回『尊号真像銘文』研究会
3 /14	 第198回清沢満之研究会
3 /15　　第61回現代と親鸞の研究会「トマス・アクィ
ナスにおける信仰と哲学―善・愛・恩寵を視点とし
て―」東京大学大学院総合文化研究科准教授：山本
芳久氏（文京区・親鸞仏教センター）
3 /25	 第35回「『教行信証』と善導」研究会
4 / 9 	 第223回英訳『教行信証』研究会
4 /12	 ご命日のつどい
4 /16	 第16回親鸞仏教センターのつどい〈記念講
演〉「往生のその先について」東洋大学学長：竹村
牧男氏、「願生心と菩薩道」親鸞仏教センター所長：
本多弘之（千代田区・学士会館）
4 /22	 第14回『尊号真像銘文』研究会
4 /23	 第23回「三宝としてのサンガ論」研究会
4 /26	 第10回近現代『教行信証』研究検証プロジェ
クト全体会

親鸞仏教センターの動き
（2019年 2 月〜2019年 4 月）―抄出―
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親鸞仏教センター連続講座「親鸞思想の解明」
親鸞の生きた人生態度を、現代社会の大切な思想として掘
り起こそうと、親鸞の思想・信念を時代社会の関心の言葉
で思索し、考え直す試みとして公開講座を行っています。

「浄土を求めさせたもの
―『大無量寿経』を読む―」㊾

今、仏に値う
親鸞仏教センター所長　本多 弘之

　連続講座「親鸞思想の解明」は、「浄土を求めさせた
もの―『大無量寿経』を読む―」の第121回と122回は
東京国際フォーラム（有楽町）、123回はビジョンセンター
東京八重洲南口で行われ、センター所長・本多弘之が問
題提起をし、有識者と一般参加者の方々との間で活発な
質疑応答がなされた。ここでは、先に行われた第118回
から一部を紹介する。

（嘱託研究員　越部良一）

■無量寿仏の声を聞く
　「今仏に値

もうあ

うことを得て、また無量寿仏の声
みな

を
聞きて歓

かん

喜
ぎ

せざるものなし」（『真宗聖典』〔東本
願寺出版、以下『聖典』〕64頁）。「今」、今と、こ
のあたりでは繰り返されますね。今、仏に値う。
仏に値

ち

遇
ぐう

する。見仏とも言うのですけれど、ここ
では「値仏」と。仏にまみえる。弥勒菩薩が今こ
こで対

たい

告
ごう

衆を代表して仏に教えを聞いているわけ
ですが、仏に値

あ

うというのは釈迦如来の教えに値
うということ。その釈迦如来の教えは無量寿仏の
声
こえ

を聞かせるための教えである。無量寿仏の声を
「みな」とルビを振っています。無量寿仏の御名
を聞く。聞くというのは、これは第十八願成就の
文の「聞

もん

其
ご

名号」（『聖典』44頁）の「聞」を示し
ているわけです。「無量寿仏」というのは、「南無
阿弥陀仏」で、「南無阿弥陀仏」という御名には、
声がある。声なき声が御名である。
　親鸞聖人は、この『大無量寿経』は真実教だと
押さえられて、真実教の体

たい

は名号だと。そして名
号は本願を説き、法蔵菩薩の本願を開いてゆくと
いう形で、名号がどういう意味をもって衆生に願
をかけているのかが教えられてくる。そういうこ
とが、この経典のもっている大事な二本柱、宗体
と言うのですけれど、宗と体です。体は名号であ
る、宗は本願を説くことだと。こういうふうに教
えられているわけです。ここでは、仏に値うこと
は仏の教えに値うわけですが、仏の教えに値うと
いうことは無量寿仏の声を聞くのだと。
　そして、「歓喜せざるものなし」。十八願成就文
の「信心歓喜」（『聖典』44頁）です。もし、聞く
ことができるなら、「聞其名号」が成り立つならば、

信心歓喜であると。本願
成就の文では、本願はど
こに成就するかと言った
ら、「其

ご

有
う

衆生」、「それ
衆生ありて」（同上）と。
この衆生は凡夫です。そ
の凡夫が名号を聞くこと
ができるならば、信心歓
喜する。こう本願成就の
文が語っている。

■本願成就とは「聞其名号」、信心成就
　本願が成就したとは何のことだろうと、なかな
か意味が分からないのです。それはやはり『無量
寿経』の教えを聞いてきた、聞き当ててきた歴史
があって、その歴史に出遇

あ

ったのが親鸞という人
です。親鸞聖人は「聞其名号」ということ、ここ
に本願成就の意味があると。それは信心が成就す
るということだと。「本願信心の願成就」（『聖典』
228頁）と、こういうふうにおっしゃる。願が成
就したということは、我々に信心が与えられたと
いうことだと。我々に信心が起こるのは本願が成
就したのだ、如来の大悲の本願が成就してくだ
さったのだと。こういう意味をもって我々に本願
を信ずるという体験が起こる。自分で信ずるわけ
ではない。自分に信ぜずにおられないという心が
立ち上がって来るのは、如来の本願が成就するの
だと。こういうのが、親鸞聖人の了解の仕方です。
　「無量寿仏の声を聞きて歓喜せざるものなし。
心開

かい

明
みょう

することを得つ」（『聖典』64頁）。今ここ
では弥勒菩薩が、衆生を代表して、我が心が開か
れて明るくなることができたのだと言っているわ
けです。この人生は暗い業の歴史、悪業の歴史の
因縁で苦悩の人生しかない、そういう絶望状況の
ように見える中に明るみが見えたということが教
えられてくる。
　松原祐

ゆう

善
ぜん

という大谷大学の学長もなさった方
が、この「今得値仏　復聞無量寿仏声」、この言
葉を揮

き

毫
ごう

しておられたことがありました。松原先
生はなぜ『無量寿経』のこの言葉を書かれるのか
なと、その文字を読んだとき、私は何かちょっと
不思議な思いがしました。実は、ここで今、申し
ましたように、この「今得値仏」の仏は教主世尊で、
そして「また無量寿仏の声を聞きて」、これは本
願成就を表している。そう気づいて見ますと、松
原先生の書かれた文字の意味が、「ああ、そうだっ
たのか」といただける、松原先生と改めて出遇っ
たような、大変嬉しい思いがしたことです。	

（文責：親鸞仏教センター）
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親鸞仏教センター連続講座「親鸞思想の解明」
親鸞の生きた人生態度を、現代社会の大切な思想として掘り起こ
そうと、親鸞の思想・信念を時代社会の関心の言葉で思索し、考
え直す試みとして公開講座を行っています。

「浄土を求めさせたもの
―『大無量寿経』を読む―」㊿

冥衆——見えざる存在の支え
親鸞仏教センター所長　本多 弘之

　連続講座「親鸞思想の解明」は、「浄土を求めさせた

もの—『大無量寿経』を読む—」の第１２４回がビジョン

センター東京八重洲南口で、第１２５回と第１２６回が東京

国際フォーラム（有楽町）で行われ、センター所長・本

多弘之が問題提起をし、有識者と一般参加者の方々との

間で活発な質疑応答がなされた。ここでは、先に行われ

た第１２２回から一部を紹介する。

（親鸞仏教センター嘱託研究員　越部 良一）

　親鸞聖人は、真実信心には「冥
みょう

衆
しゅ

護
ご

持
じ

の益
やく

」が
あるとおっしゃる。冥衆、それは見えない存在。
我々は感覚器官で感じとれる内容を存在だと。特
に現代はそういうふうになっておりますけれど、
感じたり見えたりしない存在も存在としてあるの
だと。言葉としては例えば神、神と言っても、い
わゆるヨーロッパの神ではなくて、日本にあるよ
うな神々です。そういうものはこちらからは見え
ないけれども、向こうからは見ている存在として
何か感じられる。亡くなっていった身近な人たち
も又そうした存在です。その亡くなっていった見
えざる存在がどこかで感じられる。そういう見え
ざる存在を冥衆という言葉で言おうとするわけで
す。
　現代ではもう生きている時だけが勝負だという
感覚で、冥衆はあまり力をもたなくなってはいま
すけれど、そういう冥衆を感ずるということも、
命の本質にはあるように思うのです。ある意味で
それは怖いのです。そういうものが何か祟

たた

るので
はないか、罰を下してくるのではないかとか、日
本人の宗教観というのは、そういう冥衆の祟りを
畏
おそ

れて祀
まつ

ってみたり、そういうことがあったわけ
です。
　そういうものにおびえているのではなくて、む
しろ冥衆に護

まも

ってもらって、こちらを見ている存

在に、どうぞ許して欲しいと言える存在として
我々が立ち直ることが、親鸞が教えようとした冥
衆護持の利

り

益
やく

なのです。だから否定してしまうの
ではなくて、あってもそれが自分にとっては護っ
てくれる存在として感じられるのだというように
転じてゆくことが大事な智慧なのではないかと思
うのです。そういう冥衆を否定したら、多分、人
間の生きる在り方が薄っぺらになってしまうと思
うのです。
　ある先生が言っておられたのですけれど、その
先生は古い村に住んでおられて、村の会議に出て
みたら、その会議に出ている長老方は古くからそ
こに居るから、家の前の道はじいさんが作った道
であったり、裏山に生えている杉の木は曾

ひい

じいさ
んが植えた杉であったりというようなことで、自
分が居るだけではなくて、先祖伝来、護られて生
きている、そういう感覚が非常に強い。そうする
と会議をするときに、単に個人で今自分はこう考
えるというのではなくて、「やあ、そういうこと
はやっぱりじいさんが許さないぞ」と、そのよう
にものが発想されてくる。それが未来、次の世代
に対しても今何をやっておくべきかという配慮に
もなると。こういうことを言っておられて、面白
いなと思ったことがあるのです。
　現代の都市文明はそういう命の歴史の感覚が
まったく抜けてしまって、そういうものをむしろ
排除する面が強い社会になっていますけれども、
現在だけが勝負なのではない。見えざる存在が現
在を支えている。過去もあり、未来もあるという
中に今があるのだから、我々も見えざる存在に
なった時に未来の人々に何が残せるかというよう
な発想をすべきではないか。こういうことが人生
を大事にさせるのではないかと思うのです。
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本当の依り処
親鸞仏教センター所長　本多 弘之

　連続講座「親鸞思想の解明」は、「浄土を求めさせた

もの—『大無量寿経』を読む—」の第１２６回から１２８回

が東京国際フォーラム（有楽町）で行われ、センター所長・

本多弘之が問題提起をし、有識者と一般参加者の方々と

の間で活発な質疑応答がなされた。ここでは、先に行わ

れた第１２４回からその一部を紹介する。

（親鸞仏教センター嘱託研究員　越部 良一）

　「愛宝貪
とん

重
じゅう

にして、心労し身苦しくす。かくの
ごとくして竟

おわ

りに至りて恃
じ

怙
こ

するところなし」
（『真宗聖典』69頁、東本願寺出版）。「恃怙」とい
うのは、「恃」も「怙」もたのむという字です。
時間的にずっとたのむようなことではないもの
を、一応、依り処

どころ

にする、たのみとする。その場合、
本当にたのむということになってない。
　依り処というと、曇鸞大師が解釈の中で出して
いるのですけれども、いろんな罪を犯したりして
いるのを、我々の価値観ではたった一度の念仏ぐ
らいで消せるはずがないと。罪の深さが感じられ
れば感じられるほど、念仏を一回称えたら消える
などとそのようなはずがないと思ってしまう。人
間の妄念の中で、犯す罪の重さと念仏の重さとを
比べて、称える念仏の重さではとても犯罪の重さ
にかなわないと。こういう人間の考え方は、仏陀
の覚りの智慧からすれば妄念でしかないような知
恵を根拠に生きてしまっているから起きてくる。
独善的に自分が正しいと思って生きてしまってい
る。そういう秤

はかり

で計っているのが我々人間の人生
の目盛りであると。
　如来の大悲が本当に苦悩の衆生を救い取らんが
ために案じ出した、それが名号という方法である。
この名号の方法を受け止めてそれを行ずるという
場合には、依り処が変わるのだと。妄念の立場を

転じて、如来の大悲の智慧の立場を依り処にする
ことによって、重みがまったく変わる。こういう
譬喩で曇鸞大師は教えておられます。
　つまり依り処が変わるということが、価値の転
換という意味をもたらすことになるのです。我々
は妄念で愛着の心で、重いとか軽いとか、正しい
とか間違っているとかと判断し続けてきているけ
れど、その延長上で念仏を考えるのは間違いなの
だと。念仏の立場は如来大悲の立場だと。これを
本当に受け止めるか受け止めないか、依り処に取
るか取らないかという問題は、今度は人間の「信」
の問題、信ずるという問題なのです。それなしに
行じたのでは妄念でしかない。そういう意味で、
本当の依り処という問題を人間はどこかでしっか
りと考えなければならない。
　蓮如上人のお書きになった御

お

文
ふみ

に「白骨の御文」
と言われるものがありますけれど、人間の人生は
はかない、百年ともたないのだと言われた後で、
亡くなってしまえば白骨になるのだぞと。だから
後
ご

生
しょう

の一大事をたのめと、こう言うのです。論理
転換が激しいので、我々が拝読していても、どう
してそうなるのかがよく分からない説得の仕方な
のですけれど、情念としてはかないのだぞと教え
ておいて、だから依り処をしっかり立てなさいと
言っているのです。それを「後生の一大事」と言
うから、何か後生というのがあるのかなとか、現
代の生活からすると何のためにそういうことを教
えるのかがよく分からない。でも、あれは本当の
依り処をしっかりと、はっきりとさせなさいとい
うことを言っているのです。そういうことを思う
のです。

「浄土を求めさせたもの
―『大無量寿経』を読む―」�

親鸞仏教センター連続講座「親鸞思想の解明」
親鸞の生きた人生態度を、現代社会の大切な思想として掘り起こ
そうと、親鸞の思想・信念を時代社会の関心の言葉で思索し、考
え直す試みとして公開講座を行っています。
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空しく過ぎるひとなし
親鸞仏教センター所長　本多 弘之

　連続講座「親鸞思想の解明」は、「浄土を求めさせた

もの―『大無量寿経』を読む―」の第１29回が東京国際

フォーラム（有楽町）で行われ、当センター所長・本多

弘之が問題提起をし、有識者と一般参加者の方々との間

で活発な質疑応答がなされた。ここでは、先に行われた

第１２６回から一部を紹介する。

（親鸞仏教センター嘱託研究員　越部 良一）

「身独
ひと

り空
むな

しく立ちてまた依るところなし」（『真
宗聖典』72頁、東本願寺出版、以下『聖典』）。「空
しく立ちて」というのは、周りに頼るべきものが
ないということ。天親菩薩の『浄土論』では「空過」、
空しく過ぎるという言葉があります。この人生は
どうやって見ても空しく過ぎるという面をもつ。
だから空しく立つというのは、「ああ、この人生
は一体なんだったのだろう」と、時には思わされ
る。これが人生だったのだと頷けるようなものが
感じられない。
ところが、阿弥陀如来の大悲に遇

あ

うということ
の意味を、親鸞聖人は空しく過ぐる者はないと言
われる。つまり出遇ったことがもう十分意味を与
えてくださっている。それは天親が不

ふ

虚
こ

作
さ

住
じゅう

持
じ

功
く

徳
どく

と名づけている浄土の功徳です。我々は「空し
く過ぎているな」と自分の人生を感じたときに、
「南無阿弥陀仏」というひと言で、「ああ、空しく
なかった」と思えるか。そう教えが聞けているか
というと、人前ではこのような偉そうなことを
言っているけれど、自分自身は「ああ、空しく過
ぎたな」と感じてしまう面もあるのです。しかし、
「本願力にあいぬれば　むなしくすぐるひとぞな
き」（『聖典』490頁）と和讃で親鸞聖人は語って
いるわけだから、「ああ、そうか、やはりそうい
う出遇いをしなければいけないのだな」と。

そういう出遇いをするということは、「現
げん

生
しょう

に
十種の益

やく

」（『聖典』240頁）、利
り

益
やく

を感ずるという
ことでもあり、「願生彼国、即得往生」（『聖典』
44頁）、願生すれば即往生すると言える人生なの
だと、そういう頂き方をするということなのです。
必ず往生するぞと信ずるのではなくて、『無量寿
経』で語っている往生するということは、浄土に
生まれたら正定聚だと語っているわけですから、
正定聚を現生で得るということは、浄土に生まれ
た功徳を得るということです。そういう出遇いを
しなければ、親鸞聖人が言うお言葉にふさわしい
とは言えないわけです。それはなかなか大変なこ
とです。それでも親鸞聖人は、やはり煩悩の身、
無
む

慚
ざん

無
む

愧
き

の身であると、そう言うのです。それと
何ら矛盾しないはずなのです。そのくらい阿弥陀
の光が明るいことを実感しておられるわけです。
これが若いうちはほとんどわからなかったです
ね。この歳になってわかるかというと、相変わら
ず何だかちょっとわからないのですけれども、そ
れでも親鸞聖人がおっしゃる本当の信念の内実と
いうものに近づいてみたいという思いがあるもの
だから、この人生で満足成就したと言える、そう
いう思いが本当に与えられるのならば出遇ってみ
たいと思うのです。金子大榮先生はそれを言って
おられました。自分の人生は完全燃焼の人生でし
たと。あそこまではなかなか言えませんけれど、
少なくとも親鸞聖人は、心は愚かである、そして
光は十分に与えられてある、自分の煩悩からは見
えないけれど、向こうは見てくださっていると信
ずるのだと。願力に遇いぬれば空しく過ぐる者は
ないと頂かれたということは、こういうことなの
です。不思議な言い方だと思うのです。

「浄土を求めさせたもの
―『大無量寿経』を読む―」�

親鸞仏教センター連続講座「親鸞思想の解明」
親鸞の生きた人生態度を、現代社会の大切な思想として掘り起こ
そうと、親鸞の思想・信念を時代社会の関心の言葉で思索し、考
え直す試みとして公開講座を行っています。
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「無慚無愧」ということ
親鸞仏教センター所長　本多 弘之

　連続講座「親鸞思想の解明」は、「浄土を求めさせた

もの—『大無量寿経』を読む—」のテーマのもと、東京

国際フォーラム（有楽町）において、当センター所長・

本多弘之が問題提起をし、参加者の方々と質疑応答が行

われている。この３月〜８月は、新型コロナウイルス感

染症の拡大にともない、休講とさせていただいた。ここ

では、先に行われた第１２８回から一部を紹介する。

（親鸞仏教センター嘱託研究員　越部 良一）

　『無量寿経』に「無義無礼」（『真宗聖典』73頁、
東本願寺出版、以下『聖典』）という言葉があり
ます。義なく礼なしと。親鸞の言葉で言えば、こ
れは「無

む

慚
ざん

無
む

愧
き

」という言葉になるのではないか
と思うのです。慚愧の心がない。
　慚愧というのは、慚も愧も恥じるという心理を
言い表す言葉なのですけれど、現代日本語で言う
恥のように、人に見られて恥ずかしいというだけ
のこととは違います。真実に照らして恥ずかしい
という言葉が慚愧です。我々は人が見ていないか
らいいだろうということで、心が動いてしまう。
しかし、存在の本当の在り方を求めていこうとす
る方向性をもった場合には、その存在の本当の在
り方に対して自分が起こす心とか行為が恥ずかし
いと感じられる。だから『教行信証』「信巻」の『涅
槃経』からの引用では、「慙

ざん

愧
き

」について、「「慙」
は人に羞

は

ず、「愧」は天に羞ず。これを「慙愧」
と名づく」（『聖典』257頁）と言われるのです。
慙というのは人に羞じるわけだから、倫理にもと
ることが恥ずかしいと。愧の方は、やはり恥なの
だれども、道理に羞じる、あるいは教えに羞じる。
同じ恥という心理だけれど、恥の質に二種類ある
というのが、慙と愧という言葉に分かれてくるも
となのです。
　それを親鸞聖人は、「無慚無愧」とおっしゃる

わけです。慚愧がないということは、ですから単
に倫理的な話ではなくて、存在の道理の方に向
かって恥じるということが、本当にはないのでは
ないか、というのが親鸞聖人のお言葉の本意だろ
うと思うのです。親鸞の言葉というものは、真理
の方に向かって生きようという意欲があることが
まず第一にあるわけです。親鸞自身はそれを自力
の心ではない、自力の菩提心ではないと。どこか
で真理の側から見られていて、真理の側から呼び
かけられていて、真理が催してくるような心なの
です。だからそれは如来回向の信心と言われるわ
けです。それはこの五濁悪世を生きている煩悩具
足の凡夫の心の中に立ち上がっていく。
　親鸞は和讃で、「無慚無愧のこの身にて　まこ
とのこころはなけれども　弥陀の回向の御

み

名
な

なれ
ば　功徳は十方にみちたまう」（『聖典』509頁）と。
つまり、如来の名号というものが大悲の表現とし
て与えられていることを信ずる。念仏を真実の依
りどころとして、大悲の本願を信じていくことが
成り立つところに、どれだけ人間が凡夫であろう
と、愚かであろうと、罪悪深重であろうと、それ
と矛盾せずに大悲を信ずることが成り立つ。大悲
なのですから、どのような衆生であろうと必ず救
い遂げるのだと。
　無慚無愧ということは、それでいいのだという
わけではない。無慚無愧という事実でしかないの
です。これは他人ごとではない。けれども大悲を
いただいていく。この五悪段を通して、これでも
かというくらいに様々な悪の在り方の教えがあっ
ても、何か人間は自己肯定をしたいし、自己弁護
をしたいわけです。けれど、そうではないような
公明正大な如来の御心の前に、お前の心は本当に
そうなのかという確かめが与えられてくるのです。

「浄土を求めさせたもの
―『大無量寿経』を読む―」�

親鸞仏教センター連続講座「親鸞思想の解明」
親鸞の生きた人生態度を、現代社会の大切な思想として掘り起こ
そうと、親鸞の思想・信念を時代社会の関心の言葉で思索し、考
え直す試みとして公開講座を行っています。
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親 鸞 仏 教 セ ン タ ー 連 続 講 座「 親 鸞 思 想 の 解 明 」 �

涅槃、本当に生きることが
できる場所に立つ

親鸞仏教センター所長　本多　弘之

　連続講座「親鸞思想の解明」を再開した（新型コ
ロナウイルス感染症の流行により2020年3月〜22年
1月まで休講）。本講座は引き続き、「浄土を求めさせ
たもの―『大無量寿経』を読む―」のテーマのもと、
当センター所長・本多弘之が問題提起を行っていく。
ここでは、この2月に再開された第130回（オンライ
ン開催）から一部を紹介する。
� （親鸞仏教センター嘱託研究員　越部 良一）

　久しぶりにこうしてお話をさせていただく機会
が与えられました。前回から随分と時間がたって
おりますから、いままでにどういう話の展開が
あったのかを少し確認したいと思います。
　『大無量寿経』のいわゆる三毒段に入る前に、

「必ず超絶して去ることを得て、安養国に往生せ
よ。 横

よこさま

に五悪趣を截
き

りて、悪趣自
じ

然
ねん

に閉じん」（東
本願寺出版『真宗聖典』57頁〔以下、『聖典』〕）
とあります。そのように言われているのにもかか
わらず、その続きには、「然

しか

るに世人、薄
はく

俗
ぞく

にし
て共に不急の事

じ

を諍
あらそ

う」（『聖典』58頁）という形
で三毒段に入っていくわけです。それは、この世
の事はどれだけ人間が努力しようとも悪業が尽き
ない、そういう我々の限界性が三毒段、五悪段と
いう形で徹底的に教えられているのです。そして、

「窈
よう

窈
よう

冥
みょう

冥
みょう

として別離久しく長し。道路同じから
ずして会い見ること期

ご

なし」（『聖典』60頁）。人
生を終えていく時には、一切と別れていってしま
うのだと。そういう人生の在り方に対して、「修
善を勤めて精進して度

ど

世
せ

を願え」（同上）と。「度
世」というのは、この世を超える。この世に埋没
する形で、「不急の事」、やらないでもいい事に一
生懸命になってしまう。自分の与えられた人生、
与えられている本当の意味もよくわからなくなっ
てしまう。そういう事態にはたと気づいて、「不

急の事」を本当に超えていく方向を願えと。
　そこから、「それ心を至

いた

して安楽国に生まれん
と願ずることある者は智慧明

みょう

達
だつ

し功徳殊
しゅ

勝
しょう

なるこ
とを得べし」（『聖典』63頁）と。安楽国の問題が
ここでもう一度確認される。つまり、三毒・五悪
段が説き出される前に願生の教えが言われ、そし
てその真ん中にも願生の教えが言われる。本当に
法蔵菩薩がご苦労くださって作り上げた安楽国と
いうものは、実は、仏陀が求めて明らかにしよう
とする本来の静けさの世界である。これをニル
ヴァーナ、涅槃と言う。涅槃とは、一切衆生が平
等に、本当にその静けさに生きることができるよ
うな、そういう在り方を言うのだと。親鸞聖人は、
涅槃や一如などという本来の静けさの世界から願
心が立ち上がったのだと、法蔵菩薩は一如宝

ほう

海
かい

か
ら立ち上がったのであると言われています。そし
て、我々は浄土に生まれたいと願えという教えを
受け止める時に、涅槃に帰れという願心を聞くの
だと。涅槃に帰れということは、静けさに帰ると
いうようなことでしかないのだけれど、それは本
当に生きることができる場所に立つということな
のだと親鸞聖人は明らかにしてくださっています。
　その先に進むと、「今

いま

仏に値
もうあ

うことを得て、ま
た無量寿仏の声

みな

を聞きて歓喜せざるものなし」
（『聖典』64頁）とある。この教えは「今」という
問題をもっているわけです。この世の苦悩に虐

しいた

げ
られているだけではなくて、この世の苦悩の在り
方を横さまに截る願力に随って、本当にこの世の
命を生き直す。単にこの世の命に生きるのではな
くて、この世の命を超えるようなはたらきに触れ
るのだと。そのことが見えないと、私たちは、こ
の世の事にかかずらって命が尽きてしまう。そう
した、まさに三毒五悪段をそのまま生きているよ
うな人間でしかないという問題があるわけです。
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親 鸞 仏 教 セ ン タ ー 連 続 講 座「 親 鸞 思 想 の 解 明 」 �

「胎生」という問題

親鸞仏教センター所長　本多 弘之

　連続講座「親鸞思想の解明」は、「浄土を求めさせ
たもの―『大無量寿経』を読む―」の第131回から
133回が、親鸞仏教センターに於て、対面講義、及
びオンライン配信のハイブリット形式で行われ、当
センター所長・本多弘之が問題提起をし、質疑応答
がなされた。ここでは、その第133回から一部を紹
介する。

（親鸞仏教センター嘱託研究員　越部　良一）

　『真宗聖典』（東本願寺出版、以下『聖典』）の
81頁に、「かの国の人民、胎

たい

生
しょう

の者あり。汝また
見るや、いなや」とあります。「かの国」、阿弥陀
の浄土、その中に「胎生の者」がいると。直前に
は、弥勒段と呼ばれるところを結んで、阿難を呼
び出して語り掛けるときに、宗教体験の光の世界
というものをまず語っています。その世界にこち
らから見えるものをいちいち確認した上で、その
世界の中に救われたが如

ごと

くにしてある存在のもっ
ている問題が教えられる。すべてが平等で、すべ
てが光の世界の如くに見える中に胎生の者がいる
ということを指摘するわけです。「その胎生の者
の処するところの宮

く

殿
でん

、あるいは百由
ゆ

旬
じゅん

、あるい
は五百由旬なり」（『聖典』81頁）。この箇所から
しばらく、親鸞聖人は『教行信証』化身土の巻に
引文されております。化身土の在り方として胎生
ということが押さえられる。「おのおのその中に
してもろもろの快

け

楽
らく

を受くること、忉
とう

利
り

天
てん

上のご
とし」（同上）。その胎生の者がいる場所は、百由
旬や五百由旬、そういう比較的大きな世界なので
すけれども、その中である意味で喜びの中に浸り
込んでいるような在り方です。
　次に、「もし衆生ありて、疑惑の心をもっても
ろもろの功徳を修して、かの国に生ぜんと願ぜん」
（同上）。「疑惑の心」、如来の願力を本当に信ずる
というよりも、それをどこかで疑惑している。そ

れは、「仏智・不思議智・不可称智・大乗広智・
無等無倫最上勝智を了

さと

らずして、この諸智におい
て疑惑して信ぜず。しかるに猶

なお

し罪福を信じ善本
を修習してその国に生ぜんと願ぜん」（同上）。罪
を恐れる心、あるいは幸福を求める心を、「罪福」
を信じるのだと言われる。この世での善悪に関わ
る心で、善本を修習して、そして阿弥陀の国に生
まれようと願ずる。「このもろもろの衆生、かの
宮殿に生まれて寿

いのち

五百歳、常に仏を見たてまつら
ず。経法を聞かず。菩薩・声聞・聖衆を見ず。こ
のゆえにかの国土おいてこれを胎生と謂

い

う」（同
上）。本願成就の仏土の中に、光の世界ばかりが
あるが如くに見えるけれど、その中に胎生という
在り方があって、親鸞聖人はそれを方便化身土だ
と。浄土と言うけれど、浄土に真実報土と方便化
身土という名前の違う浄土がある。本当に真実の
報土に生まれることができるということは、仏力
に対する、仏智に対する信心というものが衆生に
与えられてこそである。衆生において本願力を信
ずるということがあって、真実の報土が信心に報
いる世界として与えられる。けれども、どこかに
ちょっとでも疑問、疑惑が残っている場合には胎
生なのだよと。それは仏を本当に見ることにはな
らない。こういう厳しい指摘が出されてくるわけ
です。
　その本質は、やはり本願力に対する疑いがあっ
て、自分に対する、自力に対する執着が抜けない。
そういう自分が残っている限り、我々は凡夫です
から、凡夫として自分が残るのですけど、凡夫で
ある限りにおいて、真実に本願力に依ることが、
つまり信の一念に立つということができない。何
かどこかで本願を利用して自分が助かるのだと
思っている場合の助かり方というものが、方便化
身土として教えられてくる。こういうことだと思
います。
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親 鸞 仏 教 セ ン タ ー 連 続 講 座「 親 鸞 思 想 の 解 明 」 �

究極的関心

親鸞仏教センター所長　本多 弘之

　連続講座「親鸞思想の解明」は、「浄土を求めさせ

たもの―『大無量寿経』を読む―」の第134回から

137回が、親鸞仏教センターに於て、対面講義、及

びオンライン配信のハイブリット形式で行われ、セン

ター所長・本多弘之が問題提起をし、質疑応答がなさ

れた。ここでは、その第135回から一部を紹介する。

（親鸞仏教センター嘱託研究員　越部　良一）

　『大無量寿経』に、『真宗聖典』（東本願寺出版）
で言いますと83頁に、「仏智を疑惑するをもって
のゆえに、かの宮

く

殿
でん

に生まれて」、そしてその少
しあとに「もしこの衆生、その本

もと

の罪を識
し

りて深
く自ら悔

け

責
しゃく

してかの処
ところ

を離れんと求めば」とあり
ます。親鸞聖人が『教行信証』の化身土の巻で引
かれているところです。
　光の世界の中に、快楽に埋没するというような
在り方をしてしまった場合には、五百年という年
月を、仏法を聞くという生活からすると無駄に過
ごしてしまうと言われる。楽しみを、快楽を人生
の目的とするならば、五百年も楽しい世界にいら
れるということは価値があるとも言えるわけです
けれど、それは結局、有限の世界に囚われて、有
限の楽しみに埋没する。究極的目的がわからない。
　ティリッヒ（Paul Tillich 1886-1965）という方
が、 ア ル テ ィ メ ッ ト・ コ ン サ ー ン（ultimate 
concern）ということを言うのですが、究極的関
心のことです。「究極的」ということは、人間が
感じたり、考えたり、求めたりする、相対的意味
や価値、楽しみとかではない。究極的なるものに
気づく、目覚めるということですが、なかなか目
覚める因縁に恵まれるのは難しい。けれども聞法
関心に出会うということは、結局、この究極的関
心に触れるということなのです。相対的価値に満

足するというのは、この世の意味、人間として有
限の命の意味を有限に意味づける。人と比較した
り、自分の意味というものをこの世の有限の形の
中に意味づけたりしようとする。そういう営みな
のですけれど、それは結局、自我、自分というこ
とに囚われて、自分の相対的な意味づけに走って
しまう。そういうことは人間にとってある意味で
虚しい。相対的に何かこの世で自分にはこういう
体験があったとか、こういう価値を生み出したの
だとかということで、自分を意味づけようとする
ことの虚しさ、そういう思いが湧いてくる。
　だから、そういう思いを越えて、本当に満足で
きるものは何だと、こう問い直したときに、「本
の罪を識りて深く自ら悔責して」ということがあ
る。我々は如来の智慧を疑惑している。大悲の智
慧は、有限の知恵に対して、何か頼りないと言い
ますか、我々からするとよくわからない。この自
分に執着する、自分の有限なる因縁に執着する。
しかしそういう形だけでは存在の真の意味、究極
的な意味は満たされない。なかなか難しい問題で
すけれども、そうした意味に目覚めるのが、本願
の教えだと。本願の教えに出遇うということは、
無限なる大悲に出遇うということ。有限なる因縁
をお願いするのではない。不可称不可説不可思議
と、こう言われているように、我々からはまった
く説くこともできない、考えることもできないよ
うな大きなはたらきを信ずる。無限なる大悲とい
うものを頼まずにおれなという心が起こってくる
ということは、そこに無限の意味、つまりこの世
を超えた意味がある。本当にこの世の有限性を超
えたようなものを願わずにおれない。そういうも
のが要求されるということなのだと思います。
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親 鸞 仏 教 セ ン タ ー 連 続 講 座「 親 鸞 思 想 の 解 明 」 �

「難中の難」ということ

親鸞仏教センター所長　本多 弘之

　連続講座「親鸞思想の解明」は、「浄土を求めさせ

たもの―『大無量寿経』を読む―」が昨年の12月、

第137回をもって読了した。2023年1月からは親鸞

『一念多念文意』の連続講座を開始している。ここで

は、「浄土を求めさせたもの」の最終回（第137回）

から、その一部を紹介する。

（親鸞仏教センター嘱託研究員　越部　良一）

　「もしこの経を聞きて信
しん

楽
ぎょう

受持すること、難
かた

き
が中に難し、これに過ぎて難きことなし」（東本
願寺出版『真宗聖典』〔以下『聖典』〕、87頁）。有
限の身を生きるということを取り巻いてくる因縁
が、いろいろ変わってくる。無限に変わりゆく状
況に、我々も無限に変わりゆく命を生きている。
心も変わりゆく。無限にあり得る因縁が、有限の
形を取って我々には与えられる。我々はそれをな
かなか受け止められずに、苦しみ抜いてしまう。
そういう苦しみが起こるわけですが、そこで本願
念仏の催

もよお

しというものに触れずしては、有限がま
た迷わされてしまう。
　念仏に触れたということは、ある意味で、光明
摂取の利

り

益
やく

に遇ったということです。阿弥陀の心
の光が常に護っている。常に光が護っているとい
うことを、我々はいただいているのだと言いなが
ら、我々はそれを忘れてしまう。「煩悩眼

まなこ

を障
さ

え
て見たてまつるにあたわずといえども、大悲惓

ものう

き
ことなくして常に我が身を照らしたまう」（『聖
典』、222〜223頁）という源信僧都の教えの言葉を、
親鸞聖人は『教行信証』の信巻で引文されていま
す。信心を得ていても、我々は忘れる。忘れて生
きてしまっている。これが現実の有限性を生きて
いる凡夫の実相です。
　我々からすると自力の思いがまた復活してし

まって、自力で切り抜けていこうとするものだか
ら、その自力の思いには大悲の光は見えない。け
れども横からはたらく、こう言わざるを得ないよ
うな大悲のはたらき方がある。見えない形でもは
たらいているということに気づかされる。これに
気づく縁が南無阿弥陀仏で、大悲が有限になって
はたらいている。名号のはたらきは、無限がはた
らくという意味をもっているから、無限が有限を
転じて、無限の心に直していく。けれどもまた我々
は大悲を忘れて有限の心を生きてしまう。だから
名号を一回称えたらそれで済んだとは言えない問
題が常に起こっている。
　だから、念仏を信ずるといっても、一回称えた
らいいとか、多く称えなければならないとかとい
うのではなくて、念々に煩悩とともに生きている
というところに、念々に称名がはたらいてくる。
そういう形で「難中の難」という問題もある。難
があるけれども自分は乗り越えた、簡単にそうは
なれない。「難きが中に難し、これに過ぎて難き
ことなし」。どこまでも凡夫であるという困難性。
如来の大悲からすれば、困難でも何でもないけれ
ども、我々凡夫では凡夫性を抜けることはできな
い。だから念々にこの本願他力の催しに触れて目
覚めていく。そういうことが教えられているのだ
ろうと思うのです。
　これまで『無量寿経』を私のつたない了解で拝
読させていただきました。親鸞聖人の教えを明ら
かにするべく、本願の文をできるだけ丁寧に読み
ほどいてみようかと思って始めたことでありまし
た。長い時間がかかりましたけれど、いったんこ
こで『無量寿経』の文章の理解という形では終わ
らせていただきたいと思います。
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